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Ⅲ胴雷買新年
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ではないでしょうか。

今年もどのレースに出場するかをよく考えていただ

き、全会員が一年間無事クルージングにレーシングに

セーリングをエンジョイしていただく良き年でありま

すようにお祈りいたします。

年頭のご挨拶

社団法人日本外洋帆走協会長石原慎太郎
桑

明けましておめでとうご

ざいます。

新年を迎え,1987年が昨年

にもまして充実した良き年

でありますよう，お祈りい

たします。

ここ数年来の我が国の外

洋ヨットレース界の発展は

海外レースへの積極的参加

数をみてもあきらかです。
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'87年年頭に当たって

社団法人日本外洋帆走協会副会長秋田博正
副i

新年おめでとうございま

す。

旧年は会員皆様方のご尽

力により当協会も順調な発

展を遂げることができてご

同慶に存じます。

本年は年初から何か夢多

い年のような感じがいたし

ます。数年来準備を進めて

まいりました世界初の太平

蕊蕊Ｉ
峡

昨年はケンウッドカップにおいてくゼロ〉<摩利支天〉

の活躍サルディニアカップのくしガードレス〉の活

躍と大きな成果を上げました。又国内に目を転じます

と烏羽パールレースにおいて大会記録の139隻のエン

トリーがあり着実にヨットがメジャーなスポーツへと

躍進していることがわかります。

今年最大のイベントであるといわれるアメリカズ

カップも今年の1月末より2月上旬に最終レースが行

なわれオーストラリア以外の国がアメリカズカップを

持ちかえるかもしれません。このことはNHKのNC

9及び日曜日のNHKスポーツスペシャルでも取りあ

げられ徐々にではありますが日本国民の中に浸透しつ

つありますがしかしまだまだ国民全体の応援支援を受

けるまでにはいたっておりません。又今年はメルボ

ン・大阪ダブルハンドヨットレースのスタートの年で

もあります。大阪港開港120年を記念して行なわれる

世界で初めての太平洋縦回り2人乗ヨットレースは参

加艇が80隻を超え90隻にせまろうとしております。又

この他に西内海支部が広島一ハワイ間のヨットレース

を，玄海支部が福岡一ニュージーランド間のヨット

レースを企画検討中であるとききます。国内でも現在

行なわれている海外とのレースとしてはアリランレー

ス，ジャパン・グァムレース，日本海横断レースと今

年は海外レースが目白押しです。我が会員諸氏におか

れてもいやがうえにも海外との関係強化の年となるの

洋縦断ヨットレースのヤマハ大阪カップ・メルボル

ン．大阪ダブルハンドヨットレースも愈々3月21日メ

ルボルンをスタートします。旧年来12月31日がエント

リーの締切日でありますが現在のところ参加艇数は70

隻を越え日本艇も20隻近い数字になっております。こ

のレースは大阪港開港120周年を記念して企画大阪市，

主催日本外洋帆走協会，タイトルスポンサーヤマハ発

動機株式会社で開催されるものですが，初のレースと

してこれだけの参加を世界各国から得ましたことは画

期的と申してもよく是非成功させたいものと願ってお

ります。

昨年夏のハワイでのケンウッドカップヨットレース

も従来のパンナムクリッパー航空がスポンサーをやめ

た為，日本のケンウッド株式会社が引き継いだもので

すが各国から40有余の精鋭を集めて素晴しいレースで

したc

このように日本のヨット界は国際的に立派な拡がり

を見せておりますが，国内的にもより充実した発展を

一

（2）



昭和62年1月15日第142号 ○FFSHORE 昭和52年7月21日第三種郵便物認可

このレースに参加する人々は，一人一人が，何らか

の意味で，一つの決断，一つのケジメをつけて，自分

の夢を追い，冒険に身をまかせるために，組織と仕組

み，制度と慣わしの束縛を超えて来ている者たちばか

りであろう。

これは，やはりとてつもなく素晴らしいことだと思

う。

オリンピックの商業化，プロ化がどんどん進む中で

ヨットがアマチュア・スポーツとしての性格を強く残

して，スキーとか，陸上競技とか殆んどのスポーツ種

目で見られるような,競技者自身が,走る広告塔となっ

てしまった世界とは一線を引いて，ヨットの艇体,セー

ル，ユニフォーム等への広告表示は原則として禁じて

来たことは，このスポーツの一つの大きな特色でも

あったわけだ。

1985年に改正されたIYRUのルールでは，この原

則に例外が認められるようになり，一定の制限と，ナ

ショナル・オーソリティの承認を必要とする等の手続

上の手順を踏めば,匡l際的イベント,世界選手権といっ

たレース以外では，この種の広告表示もOKとなり，

現行の1985～1988年版IYRRにはその条項が生きて

いる。昨年秋のIYRUの年次大会では極めて異例の

措置が取られた。本来,IYRRの改正は1989年までは

行なわないとするのが原則なのだが,1986年のIYRU

の大会で，広告表示に関するIYRR26条を現ルールの

有効期間中に変更して，国際的イベントでも，世界選

手権でも，個々のヨットに対する広告表示を認めるこ

とを決め，それを即日有効とした。1985～99年ルール

の制約はそのまま残っているけれども，この決定は

ヨットも他の各種競技同様のコマーシャリズムとう°口

化の土俵に上ったことを意味している。

これについては，コマーシャリズムは当然であり，

スポーツの発展のためには金が必要であり，だからそ

れはむしろ結構なことであるとの意見も当然あること

は明確であり，その是非をここで取り上げて言うつも

りはない。現にオリンピックの商業化を推進して来た

IOCのサラマンチ会長は昨年のIYRUの年次総会で

は主賓として挨拶し，その中で「コマーシャリズムは

善｣であると力強く主張していたのが印象的であった。

問題は，ヨットの世界でのコマーシャリズムが善か

悪かといった段階を超えて，現実の問題として他のス

ポーツ同様，プロとアマの二つの異った分野が共存す

るといった形が，ヨットでも急速に定着するようにな

るだろうということである。

これは，オリンピック種目だけのことではない。

IYRUの年次総会は昨年の11月8日，土曜に開かれ，

ここでこの異例のIYRR26条の広告表示緩和が可決さ

れたのだが，即日有効のこの決定の次の日にORCの

総会が開かれ，この新しいIYRR26条の適用第一号と

して，本年のアドミラルズ・カップ°で，主催団体の

RORCの強い要請を受けて，個々の参加艇の広告表

めざして進みたいと念願しております。それには先づ

ヨットハーバーの増設であり，又当協会の会員並に加

入艇の増強であります。前者は景気振興策なり地域開

発策として国の政策としても，又各地の希望としても

採り上げられており，是非全国の会員の皆様方と共に

協力して当協会の会員の増強と併せて実現に努力して

まいりたいと願っております。

このように今年も夢の多い年でありますが，それに

しても何よりも安全を第一として地に足のついた着実

な前進を会員の皆様と共に推し進めたいものと年初に

当たりあらためて心に誓っております。

●1u''一､解,令争'一,L|】!一一lql,'一IHlq,一手-11』'一I副一宗－1|HI-今一111!‐111,÷,ql｣｜一手今,hll!一寸,÷｜GlN1一11|ﾛ●u

年頭所感
a可

元気が出るヨットの時代が来た

社団法人日本外洋帆走協会副会長大儀見菫

「楽しく，安全に，夢と

ロマンと冒険を求め大海原

に羽を伸ばしたい」－こ

んなことを年の初めに思う

ことは，現実離れした夢な

のだろうか。

メルポルンー大阪ダブル

ハンドレースのスタートま

であと3ヵ月ちょっとしか

ないけれども，この壮大な

，_.、＝事窒蕊罐

竪曇

：

レースに世界中から集まって来た80隻近い（あるいは

これをオーバーするかも知れない）ヨットに夢を託し

た,160人前後の，老若男女，様々な人々の，多様な

経歴と背景を見てみると,1984年-96年のJoshua

SIocumの<Spray号〉による初のシングル・ハンド

世界一周航海の伝統が，どっこい生きていることが

はっきり見て取れる。

「どっこい生きている」とあえて言うのは，没個性の

巨大なメカニズムの化け物となってしまった現在の産

業社会が，全ての人間性を規格化し，そのメカニズム

の中でくるくる転る歯車として，その仕組の中に取り

込んでしまっているのが圧倒的な現実だと思うからで

ある。

そこでは，一人一人の人間の生々しい夢も，ロマン

を求める素朴な心も，なかなか生かされない。巨大な

システム化された組織の中では，そういった個性豊か

な心情はむしろ邪魔であり，それが芽生える可能性を

制度的に押し潰してさえいると思えるからだ。ある意

味で，だからこういったメルボルン・レースのような

素朴な夢とロマンの世界は現在のシステム社会とは両

立し難い,極めて異質な存在といえるのかも知れない。

（
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示が原則として認められることになったのである。断

わっておくが，これは「冠スポンサー」の名前の表示

の問題ではなく，冠スポンサーは勿論のこと，個々の

艇のスポンサー表示を認めるというものであり，「走

る広告塔」としての外洋ヨットの初登場ということに

なったわけである。

勿論IORの公式レースとは全く別の分野で，世界

一周シングルハンドレースとか，大西洋横断シングル

ハンドレース等では，船名を含めてスポンサー表示は

認められてきており，日本でも第一回の太平洋横断シ

ングルハンドレースでは定着してきたものだけれど

も，こういった特種な限られた分野に限定されたもの

ではなく，ディンギークラスのオリンピック種目を初

め，外洋ヨットの看板レースであるアドミラルズ・

カップ等で参加艇の広告表示が認められるということ

は，まさに画期的なことである。

ORCでは，このような他のスポーツと同様に，ヨッ

トというスポーツにおける二極分化一極限のスピー

ドを追求する先鋭的なF-1レーサーの世界と，圧倒

的多数のアマチュアヨットマンのレジャーとスポーツ

の世界一に対応するため，ここ2～3年来準備して

来たIMS(lntemationalMeasurementSystem)の

採用とその全面的推進のための本格的な体勢を取るこ

とに踏み切った。

ORCの世界ではこれ又，画期的なことである。つ

まり，従来のIOR一辺倒の対応から，外洋ヨットの

二極分化の実態を正面から見すえて,IORとIMSの

二本立てで行くことを決めたわけである。

IORは本来,RORCルールとCCAルールの統合

という型で，世界中の各種各様のさまざまな外洋ヨッ

トが世界共通のハンディキャップ・ルールの元にフェ

アーで楽しいレースをやろうということで発足したわ

けだ。そして発足当初は初の世界共通ルールというこ

とで外洋ヨットマンの期待力f大きく席り上り，IOR

採用の1975年以降IOR登録艇は急速に増え,1979年

には世界のIOR艇は10,834隻となった。しかし，そ

の後の事態は、当初の目論見とは違って,IORルー

ルはハンディキャップ・ルールというよりも一種のク

ラス・ルールとして発展・「進化」してしまい，従来

から在った一般の外洋ヨットとは一見して歴然と区別

ができるような「IOR型」を生み出し，この方程式

にはまらない，「規格外」のヨットは始んど勝ち目が

ないという事になってしまった。これはアドミラル

ズ・カップを初め世界中の外洋ヨットのトップ・レ

ガッタの実態を見るまでもなく,IOR艇のフォーミュ

ラー・レーサー化を意味していた。同時にそれは

IOR艇の「ディンギー化」と乗り手のう°口化をもた

らした。

素人のオーナーが一人一人自分達の思い入れのまま

に，様々なタイプの外洋ヨットを入手して，自分の家

族と，気心の知れた仲間たちとで乗り廻し，たまさか

のレースでは，重い船も，軽いのも，アコモデーショ

ンにそれなりの比重をかけた船も，ストリップ・アウト

の駿馬も一様にエンジョイできるような，本来の外洋

ヨットの世界は急速に変貌して行ったのである。

1978年には10,834隻在ったIOR艇は，その後一貫

して減少し,IOR発足後,丁度10年たった1985年には，

その総数は8,172隻と,最勢時の75%を切るまでになっ

ていった。特にアメリカ，イギリス等のヨット先進国

でこの傾向が強く，アメリカ（カナダを含む）は1976

年の3,183隻から1986年には1,478隻と半分以下に落ち

ている。イギリスも1976年の1,888隻から1985年には

1,185隻と6掛けの実態となっている。

考えて見ると，しかし，これは不思議ではない。

IOR艇は，金が掛り，寿命が短いばかりでなく，扱

いが難かしぐ，スピードを追求する余り，安全性，居

住性，航洋性が犠牲になっている場合が多く，複雑な

IORルールに精通したデザイナーとプロ化したク

ルーの独壇場となってしまい，素人のオーナーは置い

てきぽりを喰っているといったら言い過ぎになるだろ

うか。

ORCの会議でのIMSの全面的採用は，今度こそ

は，正真正銘のハンディキャップ・ルールを育てたい

という，固い決意に裏付けされている。ORCの財政

はIOR計測の上納金で成り立っているわけだが，こ

れが，長期低落と在っては，財政面からも組織として

存続できないばかりでなく，世界の大多数の外洋ヨッ

ト乗りの要求に正面から応えるためにも，フェアーな

ハンディキャップ・ルールを制定することは，オフ

ショアヨットのインターナショナルオーソリティとし

てのORCにとって一種の至上命令でさえ在ったと言

える。

IORのクラス・ルール化に伴い，アメリカでは早

くから，新しいハンディキャップ・ルールへの模索が

行なわれていたが，数年にわたるアメリカでの外洋

ヨットレースの膨大な実測データをデータベース化し

て開発されたのがMHS(MeasurementHandicap

System)である。ORCは1985年の総会でこれの採用

を基本的に決定し，昨年の総会でこれをIMSとして

全面的に推進する態勢を確立したものである。

IMSは機械計測が前提となっており，ハルを全面

的に実測するという意味でも，「点」の計測を主体と

したIORよりは進んだ，より正確なルールと言える。

更にIORのように特定の計測点を設定していないた

めに．クラス・ルール化が難かしいのではないかと思

われる。実測ベースで，様々なタイプの艇のスピード

ポテンシャルを，実測値に基づくデータベースによる

ハンディキャップを，三段階の風速のレンジではじき

出そうというものであり，違った風力のコンディショ

ンに応じて，それぞれにフェアーなハンディキャップ

を付けていこうという考え方で一貫している。この点

でも,IORのシングル・レーティングよりは多様な

《
（

へ
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艇を広い範囲のコンディションでフェアーに評価して発展することが期待できるのではないだろうか。

て，精度の高いハンディを付けようという考え方が 何よりもORC自身が,IORの現状と歴史を踏まえ

はっきりしている。て,IMSのクラス・ルール化は絶対に避けなければ

計測に要する時間はIORとあまり変らないだろうならないと考えていることが重要である。

（アメリカでも約6時間掛っている）と言われているヨット界が他のスポーツのようにプロとアマ，少数

のでコストも同じ位になる可能性は高いが，プロダク精鋭の極限のスピード追求の世界と，大衆スポーツと

ション艇は基本的に共通のレーテイングが出るのでこしての最大多数が自らのレジャーとしてエンジョイで

の面での急速な普及と計測料のコストダウンが期待さきる分野とに二極分化する（既にしている）ことは避

れているのが実情である。IMSはNORCのクルーけられないだろう。

ザーレーテイングのようにコストが安くて，手軽だとしかし,IMSが期待通りの精度の高い，フェアー

いう点に利点が在るのではなくて，あくまでも機械計なハンデイキャッフ・ルールとして育てば，多くの

測と実測データに基づくフェアーな,精度の高い,様々オーナーが，様々に自分のヨットライフを自分なりに

なタイプのヨットにフェアーなンディキャップを付け設定して，それに最も相応しいタイプのヨットを入手

ることができることに在る。この点をはっきりわきましてヨットライフを楽しみながら，レースに出た時に

えて置く必要があるだろう。はそれなりに正確なハンデイキヤップで他の多くの

勿論,IMSが，再びIORのたどった道を追っかけ違ったタイプのヨットと一緒にレースをエンジョイで

て，クラス・ルール化してしまう危険が無いわけではきるようになるのではないだろうか。健全で，素人で

ないが，機械計測によるハルの全面的実測と，各種外も楽しめて，永持ちして，安全な，しかもそれなりに

洋ヨットの実測パフォーマンスのデータベース処理に早い船を持ちたいと思っていたオーナーにとっては，

よる実態反映のスタンスが，維持される限り，最も精それこそ，元気の出るヨットの時代が来たことになり

度の高い，フェアーなハンディキャップ・ルールとしはしないだろうか。

IORRATINGCERTIFICATES-WORLDFLEET

a可

C()UNTRY197519761977197819791980I981

ARGENTINA147861058410211871

AUSTRALIA434278331349530495526

AUSTRIAI619253312l1

BELGIUM8583828210510395

BRAZIL69405775818171

CI－IILE

DENMARK213146228256242196202

FINLANDI46175221208114133121

FRANCE607551515830631742742

W・GERMANY95311201290121013481265l196

GREECE50566451626979

HONGKONG20271227303128

1TALY421613683743843844919

JAPAN21527029728312993130

NETHERLANDS595638737760784813777

NEWZEALAND174872011577491l07

NORWAY125139138162167165I42

POLAND1215202020

SOUTllAFRICA1071287020893141255

Sl>AIN137989196162182l72

SWEDEN682408383435369311289

SWITZERLAND606072856645

TURKEY2528

U,K、1873188818521807176316961679

USA＆CANADA2416318329562906259323632382

YUGOSLAVIAl9

TOTALS9504101931041010834103271005510076

★★StatisticsforWestGermanyincludeAustriaandSwitzerland.

NYD-n()tyetdeclared.

※かっこ|ﾉ1の数'j露:は雌ll細りlと現ｲf;との比絃ili.位は％
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一
一
一

一
一
一 ＝

ｺﾝ壬ﾈﾝ例Lカップ溌
第S回

、ジ切琶ソ・ワ弘ヨットレロス
一
一

＝一一一一＝～＝

〈摩利支天>FTO8h52m48sフイニツ

シユ， ET164,52,48,

AT180,25,28

-15:32:40,ファースト

フォーム総合1位

くカモメトフツFT14h25m38sフイニツ

シュ,ET194:25:38,

AT178:12:22

+16:13:16,2ndフイニツ

シュ。総合5位

くキ’ティー>FT21hl6mO7sフイニツ

シュ,ET200:16:07,

AT198:54:38

+1:21:29,3rdフイニツ

シュ。総合2位

くつばくろ>FT21h56m39sフイニツ

シュ,ET224:56:39,AT214

:26:20

+10:30:19,4thフィニッ

シュ。総合3位

くダーマン>FTO5h51m49sフイニツ

シュ,ET232:51:49,

AT219:14:43

+13:37:06,5thフイニツ

シュ。総合4位

FT:フイニッシュ時間

ET:所要時間

TD:タイムデイスタンス

1月4日

1月5日 垂W

恩

驚､

‘
1

I

I
F

4A曇

1月5日 ；；
均

躍.搾

鴬
、

_型

1月6日
堂々の優勝く摩利支天〉右の艇

1月7日 邑

一

＃
蕊
薄
〕
↑

伊
粋
篭
、
罰
壹
一

》
吟
一

声
垂

翻
・
猫
や
鯵
鐸

識
。
、

盟
哉
生
奉

や
鐸
手

、
蝉厳

ゞ
肉争

<キティー〉着順3位，総合2位．右の艇

！

I

,嚥罵

i

， §；

… ､

！
』ﾏ噂

伊
＝凸一千~~

総合3位のくつばくろ〉この後メルボルンまで廻航し，ダフ
ルハンドヨットレースに出場する 大健闘のくダーマン〉クルージングしながら総合4位

（6）
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<摩利支天〉 <カモメトブ〉

『■

<キティー〉 <つばくろ〉

前夜祭

12月27日18時より

シーボニアクラブハウスにて

乾杯の音頭は朝河清さん
メインスポンサーであるコンチネンタ

ル航空の野々田様より御挨拶をいただ

いた

（
）

<ダーマ〉

霞
…酎竣

琴

＃ 1t
、

一
『
一
心
》

壷
、
一

鐸

準趨

12月27日17時よりシーボニアベイショアーミーティング

ルームにて艇長会議を行った 左より大義見氏，㈱シーボニア小野社長，㈱シーボニア高木課

長，児玉副委員長

(7）
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1月3日江の島ヨットクラブ理事で日本ヨット界の育て

モンロー氏逝く鱈雛ｼ話悪琳鵬淫窪嘩誕
報じた。謹しんで御冥福をお祈りします。

P

19B'7年(昭和62年）1月S日木曜日36279号（日刊】

■
■
＄
酢
ｒ

私
西
田
一
§
。
唱
鼎
強
ユ
畠
垂
函
‐
姫
Ｆ
Ｊ

「
私
た
ち
の
ヨ
ッ
ト
に
天
国
か
ら

い
い
風
を
送
っ
て
下
さ
い
。
パ
パ
、

さ
よ
う
な
ら
」
１
．
石
原
慎
太
郎

さ
ん
（
代
議
士
）
が
、
米
国
人
ス
チ

ュ
ア
ー
ト
Ｄ
Ｌ
・
モ
ン
ロ
ウ
さ
ん

宍
峯
の
適
体
に
別
れ
の
琶
栗
を
述
べ

る
と
、
鴎
沼
ル
ー
テ
ル
教
会
に
詰
め

か
け
た
百
余
人
の
友
人
た
ち
は
、
み

な
涙
ぐ
ん
だ
。
七
日
午
後
、
親
日
家

天
国
か
ら
ヨ
シ

Ｄ
ヨ
ッ
ト
に
い
い
風
を

モ
ン
ロ
ウ
さ
ん
に
友
人
ら
別
れ

の
ヨ
ヅ
ト
マ
ン
は
縮
南
の
海
や
友
人

に
別
れ
を
告
げ
、
二
十
三
年
住
ん
だ

異
国
の
地
か
ら
、
天
国
へ
旅
立
っ

た
。

モ
ン
ロ
ウ
さ
ん
は
江
ノ
島
ヨ
ッ
ト

ク
ラ
ブ
嵐
で
、
仲
間
か
ら
は
「
パ

パ
」
と
呼
ば
れ
、
慕
わ
れ
て
い
た
。

ド
ラ
ゴ
ン
級
（
二
人
乗
り
）
の
ロ
ー

タ
ス
号
を
持
ち
、
若
い
人
た
ち
に
無

鱗 認
"心

ｰ

1
桑

若
い
人
た
ち
に
無

償
で
貸
し
た
り
揖

導
し
た
り
し
た
。

石
原
さ
ん
に
よ
る

と
、
ド
ラ
ゴ
ン
艇

は
「
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
製
で
な
い
と
世

界
を
割
罰
で
き
な

い
」
と
さ
れ
て
い

ヨ
ッ
ト
の
パ
パ

「
モ
ン
ロ
ウ
さ

ん
」
の
還
影

と
、
左
は
弔
辞

を
述
べ
る
石
原

慣
太
郎
さ
ん

Ⅱ
藤
沢
市
の
燭

沼
ル
ー
テ
ル
教

会
で

た
が
、
モ
ン
ロ
ウ
さ
ん
が
日
本
の
造

船
所
を
揖
導
し
て
建
造
さ
せ
、
見
亭

定
説
を
く
つ
が
え
し
た
。

外
洋
帆
走
レ
ー
ス
に
も
多
く
出
場

し
、
日
本
の
ヨ
ッ
ト
マ
ン
を
励
ま
し

た
。

嵐
（
あ
ら
し
）
の
海
を
乗
り
切
る

と
き
の
忍
耐
に
つ
い
て
教
え
ら
れ
た

と
い
う
石
原
さ
ん
は
、
弔
辞
で
「
モ

ン
ロ
ウ
さ
ん
は
海
の
哲
学
者
、
詩
人

で
し
た
」
と
た
た
え
た
。

米
凶
‐
西
海
岸
シ
ア
ト
ル
の
生
ま

れ
。
本
棄
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
寅
易
商

で
、
中
国
、
欧
州
、
日
本
、
南
米
で

活
題
。
二
十
代
の
う
ち
に
永
住
の
地

を
日
本
に
決
め
た
よ
う
で
、
昭
和
二

十
九
年
に
再
来
日
し
、
四
十
一
年
に

紀
代
さ
ん
（
農
産
結
婚
。
四
十
四
年

か
ら
日
米
合
介
会
社
「
東
芝
マ
ル
チ

ロ
ー
ー
ご
（
ガ
ラ
ス
・
ビ
ー
ズ
製

造
）
の
代
表
取
締
役
に
な
り
、
藤
沢

市
鴎
沼
藤
が
谷
に
住
ん
だ
。
「
仕
亭

と
睡
味
が
半
々
」
と
い
う
生
き
方
を

嫌
い
、
「
仕
事
一
○
○
％
、
ヨ
ッ
ト

七
五
％
」
に
徹
し
た
後
準
生
だ
っ
た

と
い
う
。

1987年（昭和62年）1月8日木魔日第16093号（日刊l

日
本
ヨ
ッ
ト
界
の
育
て
の
親

で
江
の
島
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
プ
理
事

の
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
。
Ｌ
・
モ
ン

ロ
ー
さ
ん
宍
六
）
ｌ
米
国
砺
、
藤

沢
市
調
沼
漂
が
谷
三
ノ
セ
ノ
ニ

九
１
が
三
日
、
脳
い
っ
血
の
た

め
自
宅
で
急
逝
し
へ
七
日
、
同

市
詞
沼
松
が
岡
の
調
沼
め
ぐ
み

ル
ー
テ
ル
数
会
で
吉
別
式
が
営

ま
れ
た
．
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

以
後
、
日
な
の
代
表
的
な
ヨ
ッ

ト
マ
ン
を
た
く
さ
ん
育
て
た

り
、
初
め
て
本
格
的
な
ド
ラ
ゴ

ン
級
ヨ
ッ
ト
の
国
産
化
を
手
が

け
る
一
方
、
気
さ
く
な
人
柄
か

ら
「
パ
パ
」
の
愛
称
で
ヨ
ッ
ト

仲
間
か
ら
脈
わ
れ
て
い
た
。
告

へ
別
式
に
は
友
人
の
石
原
痕
太
郎

さ
ん
ら
二
百
五
十
人
が
駆
け
つ

け
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

モ
ン
ロ
ー
さ
ん
は
米
国
シ
ア

ト
ル
市
の
出
身
。
若
い
こ
ろ
は

米
国
の
ス
キ
ー
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
侯
繍
に
な
っ
た
ほ
ど
の
ス
ポ

ー
ツ
マ
ン
。
化
学
関
係
の
技
師

で
、
三
十
几
年
に
会
社
の
日
本

駐
在
員
と
し
て
来
日
し
て
藤
沢

に
住
み
つ
い
た
。
四
十
一
年
に

紀
代
さ
ん
と
箱
婚
、
四
十
四
年

か
ら
、
ガ
ラ
ス
エ
薬
品
メ
ー
カ

ー
・
東
芝
バ
ロ
テ
ィ
ー
ニ
会
社

（
東
京
）
の
代
表
取
締
役
を
務

め
、
海
洋
関
係
の
フ
リ
ー
の
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
日
本
外

足
場
に
、
日
本
ヨ
ッ
ト
界
へ
の

錘
溌
塞
蝿
蝉
詫
罐
謹
鐵
詞
｝

貢
献
は
大
き
な
も
の
が
あ
っ

韓

唾
螺
菫
籠
霊

た
。
特
に
大
型
の
ド
ラ
ゴ
ン
級

（
三
人
桑
り
）
で
は
、
そ
れ
ま

を
指
導
し
半
年
が
か
り
で
、
輪

国
持
派
員
協
会
の
会
員
に
も
な
入
挺
を
し
の
ぐ
す
ば
ら
し
い
ヨ

っ
て
い
る
。
ツ
ト
妾
造
り
出
し
た
。

ヨ
ッ
ト
仲
間
な
ど
の
鑑
で
こ
の
愛
艇
「
ロ
ー
タ
ス
」
に

は
、
江
の
島
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
を
疑
り
四
十
五
年
ご
ろ
か
ら
ド
ラ

ﾄ界育てた

ンローさん
ゴ
ン
級
の
全
日
本
週
手
櫨
で
十

連
圃
を
成
し
連
げ
た
。
世
界
型

手
梱
や
プ
レ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

も
出
場
し
た
川
島
正
通
さ
ん

宣
亜
丁
謙
倉
市
Ⅱ
ら
と
メ
ン
バ

ー
を
組
ん
で
の
鐡
糞
で
、
川
島

さ
ん
ら
に
と
っ
て
は
恩
師
で
も

あ
る
序
庄
。
日
傘
の
代
表
的
な

ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
の
シ
ー
ボ
ニ

ア
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
三
浦
市
）

の
設
計
も
手
が
け
た
。

二
十
一
年
来
の
ヨ
ッ
ト
仲
間

で
同
ク
ラ
ブ
の
理
事
で
も
あ
る

ゴ
ル
フ
評
論
家
吉
田
頂
夫
さ
ん

五
両
）
Ⅱ
疎
愈
旧
Ｉ
は
「
先
月
十

七
日
、
グ
ル
ー
プ
の
忘
年
会
で

会
っ
た
の
が
辰
俊
で
、
と
て
も

元
気
だ
っ
た
の
に
・
ヨ
ッ
ト
に

乗
っ
て
い
る
人
は
み
ん
な
仲

間
、
と
だ
れ
か
れ
と
な
く
世
括

を
や
き
、
に
ぎ
や
か
な
こ
と
が

好
き
な
人
だ
っ
た
」
と
、
そ
の

死
を
惜
し
ん
で
い
る
。

告
別
式
に
は
石
原
慎
太
郎
さ

ん
、
経
団
趨
副
会
長
で
東
芝
会

長
の
佐
波
疋
一
さ
ん
ら
多
教
の

ヨ
ッ
ト
仲
間
も
参
列
。
反
人
代

長
の
石
原
さ
ん
は
涙
な
が
ら

「
す
ぐ
れ
た
ヨ
ッ
ト
マ
ン
で
あ

る
こ
と
は
当
然
な
が
ら
毎
の
狩

人
で
あ
り
海
の
哲
学
者
だ
っ

た
。
ヨ
ッ
ト
界
に
と
っ
て
か
け

が
え
の
な
い
人
を
な
く
し
て
本

当
に
痩
念
で
す
」
と
弔
辞
を
述

べ
た
。

L
(8）

興行所蕊瀦央銅渦
朝日新闘東京本社
竃廷
郵便
(p明日斬岡頁京

馬行所縣辮識H
神奈ﾉ11新聞社
古045（”1)O831
r神奈川断聞tl987

護



昭和62年1月15日第142号 ○FFSHORE 昭和52年7月21日第三種郵便物認可

関西ビツグボート選手権実施案内

(社)日本外洋帆走協会内海支部

7．艇参加費：1艇について60,000円

乗員登録費：1名について（会員の場合）3,000円

（非会員〃）6,000円

☆会員は有効な会員証またはその写を必ず持参して

下さい。会員の確認が出来ない乗員は非会員として

取扱います。

8．係留費

エントリー艇は下記の期間KYCのバースが使用で

きます。

係留期間（レース期間中／3/12～3/23）無料

上記期間を超えて係留希望の方は西宮マリーナまで

ご連絡下さい念0798-35-7758

9．参加申込

下記へ昭和62年2月28日までに艇エントリー費と共

に申し込んで下さい。乗員登録費は艇長会議の際い

ただきます。

＊書類送付先

〒672姫路市八家前浜1296-39

日本外洋帆走協会内海支部事務局念0792-46-2836

＊エントリー費の振込先（60,000円）

太陽神戸銀行姫路駅前支店普通預金1243644

日本外洋帆走協会内海支部

10．得点及び順位

得点：帆走指示書による

得点係数:1,2,3,5レースをXlとする

4レースをX2とする

順位：本シリーズで実施された全レースの得点

合計による総合順位

11.時間修正システム

TCF方式を採用し，各艇の所要時間にTCFを乗

じた修正時間により順位を決定する。

修正時間が全く同じ場合艇のレーティングが小さい

艇を上位とする。

12．シリーズの成立

天候，その他の事情により，レースを中止，又は取

消した場合には再レースを行わない。全レースが実

施出来なかった場合帆走指示書の条件に基づきシ

リーズ成立とする。

13.本レース特別規定

全ての参加艇は，各レースのスタート前に，レース

中の如何なる位置よりも機走帰港するに充分な燃料

1．レース名

関西ビッグボート選手権1987

2．プログラム

艇長会議受付：3月13日午後6時

第1レース:14日正午

ｳｪﾙｶﾑｰﾃｨｰ（予定):14日午後6時半

第2レース:15日午前11時

第3レース：20日午前10時

第4レース：20日午後6時半

第5レース：22日午前10時

表彰式：22日午後4時

3．レース

第1レーストライアングルコース

第2レーストライアングルコース

第3レーストライアングルコース

第4レース大阪湾二周レース

第5レーストライアングルレース

※各レースの得点及びタイムリミットは帆走指示書

による。

4．参加資格

･NORC外洋レース規則1980－第4条に規定する

参加資格を有する艇。

･IOR/JORによる現在有効なレーテイング26.0以

上を保有する艇。

・安全規則カテゴリーⅢ以上及びNORC-B以上

に合格している艇。

・参加艇はレース期間中有効なレーテイング証書及

び安全検査合格証明書を3月13日受付の際提出のこ

と。

5．適用規則

レース委員会が布告する実施要綱，帆走指示書並び

に下記の規則。

IYRR(1985-1988),NORC外洋レース規則(1986),

IORMK－ⅢORC特別規定1986,NORC特別

規定,NORC設備規定

6．乗員登録：昭和62年3月13日午後6時～9時

艇長会議：昭和62年3月13日午後7時～8時

各レースに於ける乗員の補充，減員，交替は乗員登

録の名薄内に於いて任意に行うことが出来る。レー

ス艇間に於ける相互乗艇は禁止する。締切後の追加

登録は出来ない。

口且

《
）

（9）
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を搭載しなければならない。

14．表彰式

昭和62年3月22日午後4時

関西ヨットクラブにて行います。

下記の艇を表彰します。

総合優勝，2位，3位，4位，5位

参加賞及び飛び賞

15．係泊地

全ての参加艇は原則として西宮ヨットハーバーに係

泊しなければならない。シリーズ期間中に上架して

はならない。事故等によって艇を上架する場合レー

ス委員長の事前の承認を要する。

16．宿泊施設

参加各艇で手配して下さい。

17．問い合わせ先

レース委員長，内海支部帆走副委員長諏訪禎男

缶0798-35-7758（勤務先）

念0798-36-3770（自宅）

18．注意事項

＊各艇は必ずNORC会員を過半数乗艇させなけれ

ばならない。

＊昭和62年度年会費未納者については外帆規第16

号によって非会員として取り扱われるが上記の乗艇

注意事項においては会員数に含まれる。

座談会

'86ケンウッドカップを終えて

第二弾つづき

歌田先程のポーラーカーブのことですが，トップク

ラスの艇のポーラーカーブを想定して，もちろんレー

ティングは同じとしてですね，それとオーバーラップ

させ，勝てるか負けるかなどやられたのか，もしやら

れたのなら，データの数字をどのように扱ったのか教

えていただきたいのですが･･…･o

Cそこまではやってません。

Fアメリカなどでは，艇の性能を解析してデータを

つくる専門会社があって，僕らはデザイナーからそれ

をもらってます。一見，乱数表みたいなやつで，僕ら，

昨年のトランスパックはまったく時間がなくぶっつけ

本番で走ったんですけど，このデータだけを頼りに

走って，2,000マイルちょっと走って，同型艇に2時

間ぐらいの遅れでフィニッシュ出来て…･“，一度，試

しにデータの指示に逆ってみたら，その一日は最悪の

結果になって…･･･，このようなソフトの面でも，アメ

リカなどの進歩はすごいと思いました。

歌田そうですか,なるほど｡そこらあたりをもうしっ

かりやらないと……，勝てそうもない艇で何回も出掛

けて，有能なクルーの方々がそのたびに自信をなくし

て，それにオーナーの方々も巨額な出費でつぶれてい

く……，これは見ていてホントにつらくて……，デー

タがしっかりしていて，そこからおよそにしても勝つ

か負けるかが判れば，レベル以下の艇は……。

B参加しても，結果はこの程度と見当が付けば，そ

れなりの乗り方も出来るし……，確かに……。

Eでも，そのレベルは12メーターのチューニングに

使うようなレベルの高いソフトがあっての話で……，

それにペアチューニングでしよ。

歌田12メーターではタンクテストの段階で想定のス

ピードが出なかったら，すでにそこで落としていて

Eそれは判るけれども，最終的にはペアチューニン

グですよね｡で,いま乗り手か艇かというテーマに戻っ

てみて，オーナーサイドは人に不安を感じておられる

ようで，でも乗り手は艇がよくないといっている。そ

こで僕は，まずは艇がと思うんです。でもその艇がな

ぜ遅いか，これは乗り手がそのようにしかつくれな

かったと考えると，結局は乗り手の責任……，だけれ

どもペアチューニングが出来ない状況は，これは乗り

手だけの責任じゃない。〈瑠璃光〉がいくら走っても

相手がいなければ．．…．，僕ら見ていて，ひとりでいく

らがんばっても本来のチューニングにはならないと

思っていました。〈サンバード〉にいたってはハワイ

に肺ったままで，これはもう論外．.…・・

歌田しっこいんですが，〈瑠璃光〉のポーラーデー

(10)
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クするシステムをつくるとか，精神論じやない具体的

に活動する，何か委員会みたいな機関をNORCの中

におかなければ，もう駄目な気がする……。

B次回に参加する意志を明らかにしてる艇，もうい

くつかありますよね。

大儀見ある。

Bそういったところから，その初めてチャレンジす

る艇なり人なりが知りたいことを･･･…。

大儀見くサンバート〉もく瑠璃光〉も、またやるっ

て…･･･，そうなんでしよ。

Bそれは,ひたすら反省するところからで……(笑)。

cとりあえず今のを，もう少し，たとえばキールを

動かしたり全体を軽くしたり，ま，いろいろな方法が

まだあると思うのでそれを考えて，あのラインでどこ

まで可能なのかをやってみたいと思ってます。新艇は

その後でしょうね。それからメンバーは，今回，あま

りにも揃えすぎたので，次回は若手で，もちろん練習

をしっかりやってと…。

大儀見そこのところ，道具を実際に使う立場の人間

の意見をしっかり反映させて……,<エクサドア>やくマ

ドマックス〉を見ても，非常にシンフ°ルだし，そこを

よく学んで……，〈瑠璃光〉はちょっとそこが……。

Dまったくすごくシンプルですね。だから，使う人

間の問題で……，使う立場の方が判っていなければど

うしようもなくて,(笑)結局,日本では判ってるクルー

があんまりいないっていうことになる．｡…．。

Bだけど，道具がよければ，それは判るし，それな

りに気合も入って練習にも張りが出て来て．…．.，いい

艇というのはやはり必要･…“，ま，いずれにしても乗

り手に問題があるのは確かで･･･…，オーナーをがっか

りさせないためにも,正直なところをしっかり伝えて，

それなりに理解してもらったうえで出掛けなくては，

というところが次回では大事…“．。

D話が戻るけれども，艇をつくるにしる走らせるに

しろ，注文を言える人間はいないことはない。だから

それにどんどん言わせればまだレベルアップは可能だ

と思えますね。アラウンドザステイツのときのくエク

イティ〉とくサンダーバード>，最後のレグ，どちら

もクルーがふたりでパンピング合戦していて，あとで

聞いたら手の指文が消えてしまうほどに気合が入っ

て，それやってたらしいけど，僕ら，その盛り上がり

がぜんぜんなかった……，やっぱり艇が……。

B今，感じるのは，試合が終ってからこういう話が

出来ることで，（笑）試合の前に今いわれているよう

なことが話せるほどの，真の仲間意識があったら，今

回これほどガッカリする成績ではなかったかもしれな

い。

Cだから，次のハワイのために，今回のすごくくや

しい思いの，今回のこういう場が必要なんでしょう。

大儀見まあだからね，毎回のようにこれをやってい

て，今回のこの座談会のシリーズでも，反省点の問題

タは，他艇との比較……，世界に通じるかどうかとい

うのが判るんですか。

cまあまあ……（笑)。

E僕は前にくゼロ〉に乗ってたんですけど，日本で

はからむ相手がいなくて，ポーラーデータみたいなも

のを参考にして，でもこれじや判らないし，それで結

局，同型艇のいるニューポートへ行ったりして……，

同じクラスがいるのといないのとはえらい違い“･…。

歌田確かに,この前のアドミラルズのとき,デンマー

クの2艇が速いのは，おそらくシスターポートを造っ

てチューニングした結果だろうと感じましたが，これ

はなかなか国内では難しくて,例外がくウイル>とくチヤ

チャ〉の場合で，ほんとによかったと思ってます。

Bそうですね，同じレーティングの艇まででなくて

も同じようなところの艇を揃えてレースをやること

が，大事ですね。

大儀見そこのところだけれども，問題は単純ではな

いと思います。今年のハワイでもサルディニアでも，

IORの数は増えてません。勝てるような，トップラ

ンクに常にいられる艇は，人材にしる物量にしろ，そ

れに時間とが，たっぷり必要で，だから従来のちょっ

と楽しみながらという世界ではなくなっていて，もう

普通ではついていけないわけですから。

もともと，アラウンドザステイツはワイキキヨット

クラブのメインのクラブレースで，大勢が楽しんでい

たらしいけれど，今では皆さん知ってるように，地元

の艇はひとつかふたつ，誰も出て来ないといってもい

いぐらいで，もう出ても最初から勝てないのが判って

いるから，そうなったわけで，僕はもうここのところ

は割り切って考えるしかないと感じます。NORCに

しても，普及して大勢で楽しむということと,IOR

で勝つということは，座標軸がまったく違ってきてい

て,もう両立するわけがなく，この点を完全に割り切っ

て対応しなくてはいけない……，ここが今回の大きな

反省点だと思います。国際的なIORの艇数は，数年

前にピークを迎えて，一番多い順で11,000隻ぐらい

だったか，現在は8,000隻ぐらいだと思うけれども，

そして目の色を変えてメインのレースで勝とうとする

のはこの中の1/10ぐらいのはずで，だからIORの艇

数を増すことが，必ずしもIORのレースに勝つこと

に結び付くとは思えないんで……，ちょっと違う気が

します。必要なのはシビアな土俵で，シビアであれば

あるほど，それに魅力を感じて土儀にあがるような艇

と人材を.．…．，逆にいえば艇と人材がフルイにかけら

れるような土俵をつくることだと思うんだけれども

■昼

（
）

各種のデータの蓄積はもちろん，世界のトップに迫

るにはどうしたらよいのか，そのスケジュールを専門

に研究してプログラムをつくる，あるいは必要なら艇

のデータ解析のソフトウェアを外から買ってくると

か,で,そのフォーマットをきめて有効にフイードバッ

(11)
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提起だけではなく，その反省点を解決するための具体

策は何かというところがテーマであるわけだから

．…．．，そしてそこのところはさほど多くない……，

NORCサイドで言えば，さっきもいったように，政

策的にIORのトップレベルを育えるコンセプトが明

確な，専門委員会をつくって，明けても暮れてもそれ

に専任するとかね.．…．。

Bあの’海外のレースに参加するのに，もちろんチー

ムでいって，何も向こうであらためて日本選手権をや

るわけでないということを，出掛ける前にはっきりさ

せないと駄目ですね｡あたりまえのことだけども……。

国内選手権の場合は,自分の艇以外はライバルだから，

何か気付いても何も言えないけれども，海外へ出たと

きは，お互いに一歩も二歩も踏み込んだ協力が必要だ

と思います。それが出来れば，たとえば自分たちのレ

ベルも少しは判ってきて，心意気が空回りするのも少

しは避けられて，冷静な目標を持てるはず……。それ

から……艇の面では，クルーの人数制限の点で，ここ

をしっかりと押えた日本人向けの設計が欲しいです

ね。今回,40フィートぐらいの日本艇が多く，次回も

たぶんその傾向と思うのですが，まったく同じの40

フィート並べて，片方は乗員重量1,000kgで片方が

700kgだったら，この300kgの差，ふつうの風が吹
いたらもう結果は明らかです。どんなに腕がよくても

追い付かない…･･･，この日本人の平均体重を考えた，

このハンデをうまく処理した設計が，と思います。

歌田そうですね｡前回のアドミラルズにしても，ティ

ラー握っているヘルムスマンの後に，完全に3人並べ

るスペースがある艇が多かったですね。ここにきて，

こちらのデザインもそうなってますけど，ここらあた

りの配慮がない艇で，すべてスキッパーの責任にされ

たら，それはたまったもんじゃなくて……，ここらの

点も含めて，さきほどの10年捨てても育てるという話，

もちろん大事なことだけど，これにあまりこだわって

いると違う面がしんどくなる.．…｡，優秀な乗り手がこ

の間に駄目になるかもしれないし，（笑）勝負の世界

の非情なところは,それなりに率直に認めないと……。

人数のことは,ORCに持ち込めるものなら，やは

りNORCとしても持ち込むべきだと思います。平均

して想像すると,Bさんの言われた通りに向うとこっ

ちでは20kg前後の差があって，まったく不公平.…．.。

大儀見そこのところはもちろん課題としては残るだ

ろうけれども，今,IORの現状とかルールがどうだ

かとかいうよりも，ともかくその土俵にあがって闘う

のかどうか，その意志があるのかないのか，それが先

決で，だったら体重のあるクルーを探してきて鍛える

とかの割り切りがなければ……。

BNORCに何を言っても，個々の人間の意識のレ

ベルがやはり問題で，早目のチームの結成とか情報の

交換の場とか,NORCを中心にしたリーダーシップ

は必要ですが，最終的には個人の力量の問題だと思い

ます。特にハワイは，六本木の隣りでレースをやって

るような，誘惑の多いところで，私個人としても反省

が多いのですが，それに耐えられるチームづくりとい

うのは，並でない意志がそれぞれに求められるわけで

0

大儀見それはその通りですね。出掛ける前にどこま

でシビアなレベルでの中身が出来るかどうか，どうす

ればそれがつくれるか，もう問題提起だけではなく，

最後は個人の力量には違いないけれども，その個人の

力量が組織的に系統的にレベルアップするシステムづ

くりがNORCの課題だと思いますね。で，あとそれ

をどう活用するかは,もうタッチ出来ないけれども…。

Dそれに関して，とりあえずトライアルの時期が10

月というのは，あまりよくないと思いますけど。

大儀見ジャパンカップという．…．.。

Dそうです。五月の連休あたりにそれがあれば，そ

れを目的に練習して，それから続いて出掛けるという

具合にステップがあるわけで，こちらの方が好成績に

つながる気がします。今，国内で一番シビアなシリー

ズレースは，あのジャパンカッフ。で，これが10月とい

うのはね．．…｡，ちょっと･･･････

大儀見ジャパンカップだけを捉るのではなく，日常

的なレベルでの，たとえばIORのトップレベルボー

トの月例のポイントシステムをつくるとかすれば…

O

Dそれもいいですね。

大儀見オリンピックコースだけに絞ってもいいか

ら，まとめて休暇をとる必要のない，ウィークエンド

のシリーズを息長<積み重ねて，地道なチームづくり

をするとかね。もうそろそろ，まだ何かありますか。

B次はデザイナーに集まっていただいて，このよう

な会をやっていただく，どうですか。最初はオーナー

から始まってクルーに来たのですから，次はとかく話

題になる艇のデザインに関して，専門家に話していた

だく，そしてまたという具合に，いろいろな立場の人

から意見を聞く，どうでしょうか，

全員賛成賛成。

大儀見その他何か……。

F先程の歌田さんのこだわっていた,解析の方法は，

アメリカ“…僕はアメリカしか知らないのですが，あ

ちらではもう一般の…･“・

歌田そうらしいですね，それを伺って，これから勉

強しなくてはいけないと思ってた矢先のときで，それ

をあちらではもうとっくにと，それを知って今がっく

りしているところです。

Fすごいソフトですよ，それは。一般の人も自由に

手に入るし，それから12メーターの連中のチューニン

グに使っているものは,もっとシビアな細かいもので，

気の遠くなるようなことをやってて……。

cいろいろな面で，艇の性能の方だけではなく，実

際の，たとえば今回のアラウンドザステイツのコース

(12)
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歌田そうですね｡だからいい艇を選ぶセンスを，オー

ナーはもちろんですが，とくにここにおられるﾄｯブ

セーラーの方々に，それをお願いしたいですね。

F莫大なお金が要るスポーツで，そのあたりをクリ

アにするのはきわめて大事なことだけども，それをス

ムーズに通すのは，どうも日本の場合はいろいろあっ

て難しいようですね。

E次回に備えての，フネづくり，基本のテーマはこ

れですか.…･･･

Bデザイナーのミーティ･ングの次はビルダー，そし

て一順したらまたオーナーに集っていただいて，それ

らを論じてもらう，それもあまり間を空けないうちに

ですね。

歌田そうしましょうか，するとセールメーカーの

方々にも声を掛けないと……。

B各方面からのいろいろな意見，それをどう消化す

るかは個人の能力で……。

F誰か，時間的にも余裕のある人で，まとめの出来

る立場の人が，中心になって具体的なイベントを目標

にして，何回もこういうミーティングをやる必要があ

りますね。

歌田そうですね。資料もそれで集まって，それ自体

が資料にもなって，大賛成です。

－どうも，まだまだ尽きない感じですが，本日はここ

らあたりで，またちょっと状況が違ったときに，また

お集まりいただいて，それぞれのキャンペーンがどう

なっているかなど，ぜひお伺いしたいので，そのとき

はまたよろしくお願いします。どうもありがとうござ

いました。

の分析なども必要でしょう。今回，みんな同じような

ところを走っていて，結局同じ狙いなのか，このあた

りの分析がね……。

Fそれから，我々，今回，ニュジーランドのチーム

と付き合いが出来て，彼等のチームとしてのムードは

すごくよくて，日本とは比較にならない感じで……。

Bオーナーの話，しませんか。

－いずれ読んでいただければ判るんですが，先日の

オーナーズミーティングで,たとえば山崎さんの場合，

今回のハワイが海外イベントチャレンジの14回目とい

う大変なキャリアなんですが，これを前程にして今ま

ではまあまあの成績で，今回，艇ももう古いしそれも

向うへ置いたままという状況で，経験からいっても成

績のほどはそれなりに覚悟していた，だけれどもあれ

までじゃなくてもう少しと思っていた．…･･。そこでで

すね，やはりトータルして考えて自分の認識がすべて

に甘かったと，これしかないと，そしてこの自分の甘

さがチーム全体に広がってたのかもしれないと，とも

かくクルーに不満をお持ちで，でもそれは自分自身が

甘かったからだと，だいたいこのようなトーンの表現

をされておられました。

Bそこらのところは，成績がよかったらまったく出

て来ないニュアンスで…“.（笑)。好成績であれば，

あいつはこういうことをやったなんて，笑ってすまさ

れるはずで，もうそこのところは，理解されていると

思いますけれども……，良ければシャンシャンで終っ

て，悪ければ，それはいろいろ出てくるにしても，そ

こらはヨットレースに限らず，他のスポーツの場合で

もまったく同じだと……。（笑）

Cもちろん，もちろん。（笑）

歌田デザインのことですが，新しい楕円のキールを

見ても，日本の今の状況ではテストも出来ないし，オ

リジナルなところが難しいですね。僕なんかでも外国

のいろんなデータを見てやってるだけでして…･･･，だ

から正直なところデザインで勝てるとはとても……。

Bそれじゃ，ぜひデザイナーのミーティングを…。

FYさんなど，一番，数値的なデータを持ってて，

解析もしてるんじゃないですか。

歌田そうですね，説得力をおもちですね。

C公表してくれるか，ここが問題だけれども……。

Dサルディニアの帰りに，ローマのバルチェリの事

務所へよったんですが，来年のワントンカップとアド

ミラルズに向けて，シュミレーションをさかんにやっ

てました。どのようなキールで，どのくらいの波なら，

それもヒールの角度を変えて，ヘルムがどうなるか，

どのときにいいシェーフ°が出るかなんかも，あちこち

の方向から眺められて，今度はラインさえも変えてま

たやるなんて……。すごかったですよ。

B課題は堀り下げられそうじゃないですか，オー

ナーの巨額な負担カヌ，ひょっとすると無駄使いのケー

スもあるんじゃないかなんて…...。（笑）

口■

や
《
）

〈後記〉

以上がクルーの方々の発言要旨だが，後半はそれぞ

れの方々が文字通りに口角泡をとばす感じで，発言が

重複してしまっていて，筆記不能な箇所が多かった。

間違いなく肝心の箇所であり，残念だった。したがっ

て後半は相当に，はしょらざるを得ず，おかげで話の

つながりも不自然なのだが，出席の方々も含めて，そ

こはご容赦いただきたい。

乱暴に大要をまとめると，オーナーの方々はご自身

の反省もさりながら，どちらかといえば，クルーの働

き今ひとつ満足されてなく，一方のクルーサイドは，

自負の揺ぐところを知らず，艇さえよければとの意向

が強烈，となる。さて次回の企画はどうなるか……。

（服部一良記）

(13）
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、
、

ﾒﾒﾙボﾙﾝ/大阪 〉
ダフルハンドヨツトレース1987､■

応援ツアー

／

、

!！この世界初の赤道越え縦断ヨットレースのスタートを是非ともみんなで見送ろう

日程：昭和62年3月17B(火)～23日（月)<7日間〉

※旅行日数等別行動の希望があればこ相談下さい。

旅行代金

･シンガポール航空利用（シンガポール乗り換え）

268,000円

230,000円（飛行機のみ利用）

・カンタス航空利用（直行便）

338,000円

288,000円（飛行機のみ利用）

《募集要項〉

1.旅行期間：昭和62年3月17日(火)～23B(月)<7日間〉

2．旅行代金：前記の記載料金をご参照下さい。

3．最少催行人員:15名（定員：各コース共20名）

4．ご旅行代金に含まれるもの

（1）ご旅行日程に明示した航空運賃（エコノミーク

ラス)，バス等の運賃，料金

（2）ご旅行日程に明示した送迎バス旅行（空港～ホ

テル間等）

（3）ご旅行日程に明示した観光料金（バス料金，ガ

イド料金）

（4）ご旅行日程に明示した宿泊におけるスタンダー

ドクラスのホテルの宿泊料金及び税・サービス料

金

（2人部屋にお2人ずつの宿泊を基準とします｡）

（5）ご旅行日程に明示した食事料金

ヘ

主催：日本交通公社海外旅行本社内支店

共催:S&Bエンタープライズ

問い合せ：エスビーエンタープライズトラベルセンター

担当：杉山

03-669-9581

〒103東京都中央区日本橋茅場町2-13-11国際ピル

日程 日程

11日(暇）｜地燗｜現地時間｜吏通機i卿’子 《
疋 食事 B次月日(唯）｜地名｜現地時間|交通機関’子

，,照陥2年’｜’

斜.｡
1種
Fー 食 鳴

川

年
日
２
７
６
１
棚
月
昭
３
東京莞

シンガポール府

０
５
０
２
９
１
１
０

sQo11 沼梛2年

3月17日㈹粁後：ホテルへ

〈シンガポール泊〉

東京発 <機中泊〉QFO22 夕：機内20：30

タ：機内
3月18日附 メルボルン肴 消後：メルボルン市内観光

くメルボルン泊〉

I

、
ワ 朝：機内

(t：0

ヶ：X

10：20
三里3月18BIN9

荷後：シンカ・ホール｢lj内観光の陵

空港へ

〈機中泊〉

餌：x

昼：X

タ：機内

”ガホールf 21：00 sQ31A

3月19日附3 終日：剛|ｲ鋤 削
剥
〃
沖
．
々

ﾒルボルン

3月l9BIホ Jルボルンイi ｲ樅：メルボルン市内観光

くメルボルン泊〉

10：30 朝
仔
一
ケ

Ｘ
Ｏ
Ｘ

』

Ｘ
Ｘ<メルボルン梢）

3月20日閉 終日：I油行動

夜：サント‘'1ンガムヨ"ノトクラ

プでのﾊｰﾃｨｰ

割11については現ｲ岐渉中

別j金細1

〈メルボルン加〉

#I:Xメルボルン4

3月20日附 縛｢l：I‘I由行動

夜：サンドリンガムヨットクラプW）

パーティー

参加については現6交捗中

別途剛1

〈メルボルンイI‘I）

､
I迫り|･
伊jl,ﾉﾚﾀﾞ 鮒：X

Ir.八

ｹ：X

昼：x

タ：X
3月21日㈹ ノルボルン港よりのスタートを見学

{観“のｲﾘ剛については靴'1咬渉中です

別途細’〈メルボルン泊〉

Ｘ
Ｘ
Ｘ

鮒
件
一
夕

『
９ メルボルン

｜
兵
31121日(け ﾒﾙポﾙﾝ港よ')のｽﾀー ﾄを

見学

峨覧艇の利用については現イハ
岐渉『I'ですノ

別途柵用

くメルボルン泊〉

Ｘ
Ｘ
朝
昼

メルボル

3月22日旧1 午前

21；00

メルボルン発

シドニー着

シドニー発

航空機

QFO21

鮒：X

儲：O

夕：機内

6

府後：シドニー市内観光

〈機中泊〉
タ：X

メルボルン発

シンガポール荊

シンガポール発

6 3H22日旧） ５
０
９

４
１
５

５
０
３

１
２
２

Ａ
別
２
０

２

Ｑ
Ｑ
Ｓ
Ｓ

タ：機内
3月23日(月)｜東京着’06：10

雪注.§;発着時洲､交通機|判等は･理Iになる二とかこぎいます
<機中泊〉

3月23日(Ⅱ)東京イiO7：20

ごi蝿篭府時間､炎j､機lNl等は鯉I'二なることがございます
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（6）おl人スーツケース1個の手荷物運搬料金（お

l人20kg以内が原則となっておりますが，方面

により異なりますので詳しく係員におたずねくだ

さい)。

（7）団体行動中の心付

5．ご旅行代金に含まれないもの

前第4項のほかは，旅行代金に含まれません。そ

の一部を例示します。

(1)渡航手続関係諸費用……旅券印紙代，渡航手続

取扱料金

く渡航手続取扱料金〉

有効な旅券とオーストラリア査証をお持ちの方

￥4,000.－

上記のいずれかをお持ちの方￥7,500.‐

上記のいずれもお持ちでない方¥9,500.-

（2）お客様のご希望により，おl人部屋を使用され

る場合の追加料金

（3）クリーニング代，電話・電報・郵便料，その他

個人的性質の諸費用及びこれらに伴なう税．サー

ビス料

（4）超過手荷物運搬料金

（5）ご旅行日程に明示のない国内旅費

（6）成田空港使用料（＠2,000円）

（7）オーストラリア及びシンガポール空港税

6．取消料

お申込み後，お客様のご都合によりご参加を取消

しになる場合は，次の取消料をお支払いいただきま

す。また，すでに渡航手続を開始されている場合は，

取消料のほかに所要実費を申し受けます。（旅行取

消料）出発日の前日より起算してさかのぼって

30日目にあたる日以降8日目まで，おl人当り

30,000円

7日目にあたる日以降前日まで，おl人当り

100,000円

出発日当日以降お1人当り

全額

7．申し込み先及び方法

別の申込み書に必要事項を記入の上，同封の封筒

又は一般の封筒にて下記宛御送付下さい。

同時に申込み金¥30,000.-をお振込み下さるか，

現金書留にてお送り下さい。

（申し込み締切昭和62年1月未日，但し，それ

以前に定員に達した場合にはその時点にて締切

りとさせて頂きます｡）

<お申し込み先・お問いあわせ先〉

〒103東京都中央区日本橋茅場町2-13-11国際ビ

ル

株式会社エスビーエンターフ°ライズトラベ

ルセンター

担当者：杉山

電話:(03)669-9581

一

(注）ローンご希望の場合はこ遠盧なくお申し出下

さい。

<申込金お振り込み先〉

㈱エスビーエンタープライズ

第一勧業銀行茅塲町支店

当座預金0109494

口座名㈱エスビーエンタープライズ

《
）

▲.▲▲.▲今一▲･▲▲.▲､今.今.▲･▲･▲/、▲八▲.▲．､今.
ママY▼、Jマ▼マ▼、イマvマ、イマ、Jママー▼マ噂▽▼、Jマ▼マー今▽寺寸一寸

小網代フリート レース(K.F.R;ビジター歓迎)のスケジュール

す←寸冬マ÷マ÷寸李ﾏ今ﾏｰ▲マ一寸今ﾏ÷ﾏｰ李寸今寸今李今寸曇今ママ▲マヘマ÷マーャヘウー今

(4)表彰:1～6月を前期,7～12月を後期とし，

それぞれ8月,1月に表彰いたします。

(5)参加料:l艇あたり¥2,000(1レースにつき）

です。当然ビジターも同じです。

(6)備考：小網代フリート参加艇はNORCクルー

ザーレーティングが必要です。ビジター

艇は予め所属フリートで計測の上，取得
）テノナダ宍1，
Lノ（‐‘、ノーごvUo

(7)連絡先：大谷正彦(KELONIA)

念044-733-3763（宅）

念045-473-3785（勤，直通）

ウィスキーレースの別名でおなじみ，小網代フリー

トレースの1987年度スケジュールが決まりました。ビ

ジター艇大歓迎です。楽しいレースにしたいと思いま

す。みなさま奮ってご参加ください。

(1)日程:1～12月の毎月第3日曜日。

(2)スタート:10時30分小網代沖（ただし,5月ならび

に10月は初島廻航レースのため，前日土

曜日22時スタート)。

(3)コース：6コースの中から毎回コミッテイが選択

（ただし5．10月は初島反時計廻り）。

(15)
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1987年本部レース･スケジュール
第15回

八丈胤ﾚｰｽ

範5回ミキモトジャパンカッブ

オーフショアシリーズ1987

第14回

江の島・清水レース

第5山’

'1,笠原レース

第28回

嚇羽ﾊﾟｰﾙﾚｰﾇ
レース名

トライアングル（27浬）

トライアングル（27浬）

Sオー7ショア（150浬）

（オープンレース）

トライアングル（27浬）

L､ｵー ﾌーｼｮｱ（240浬）

（オープンレース）

第1レース

第2レース

第3レース

(Aコース）

鳥羽

↓
神津島

（反時計）

↓

′l､網代

（180浬）

Bコース）

鳥刈

コース

小網代

｜
▼

八丈K舟

(反時計）

'1,笠原

(父脇）

江の島

’’ 第4レース

第5レーズ

小網代

(290i1M）

小網代

(l50iM1

小網代

(515浬 －

水
浬

殴
『
１
反
Ｊ

，
’
１
《
ｕ
ＪＩ

関谷杯

山口杯

シレナ杯

サンバード・トロフィー

他

ミキモトカップ

テレビ朝日カップ

コルムカップ

ヤマハカップ

サンバードトロ-7イー

ゴールドウイントロフィー

熱海市長杯熱海市議会議挺杯舵杯

熱海商工会議所会頭杯

熱海市温泉旅館組合長杯

他

優勝材 防衛庁長官杯

東京都知事杯

小笠原村長杯

NORC会長杯

石原杯

ローデム

トロフィー

舵杯

他

駿河湾支部長杯

僻岡県知事杯

清水市長杯

藤沢市長杯

舵杯

他

パール・力･ソプ

運輸大臣杯

神奈111県知事杯

三重県知‘傷杯

メール・エスプリ杯

シーラ杯

卿M商船杯

秋'11トロフィー

他

Bコースは

別途に定める賞

他

へ

9／''㈹インスペクシヲン

12(1)第1レース

l凱日）第2レース

14（月）第3レース

18仕)予備日

19旧）第4レース

2Ⅸ『1）第5レース

23㈹表彰式

スタート

０
０
０

１
１
１

０
０
０

０
０
０ 10／31（金）

10：00

7／31（金）

11：00

4／29（水）

12：00

7／18（土

12：00

０
０
３

１
１
１

０
０
０

０
０
０

10／23（金）9／4（金）7／3（金）申込締切’4／10（金）’7／3（金）

10/31（金）07:30～

シーボニア･

キャプテンズルーム

9/11(金）19：30～

レース本部会議室

（熱海商工会議所）

出艇申告

および

艇長会議

7／17（金）

18：30

NORC本部

4／28（火）

16：30

（'1､笠原）

7／30（木）

(鳥羽・朝雲館）

IOR／JOR

I～V

ORC－2

NORC－A

八丈島レース特別規定

無線機（2MHz～）

推奨備品

IOR／JORクルーザーレーティング

I～Ⅵおよび

’()R／JORⅧ

ORC－3別途に定める

NORC－B安全規Nll

参加資格

Ｖ

Ｒ
Ｉ

ＯＩＲＯＪ
Ｉ
／
Ｖ
し
－

１Ｏ
Ｉ

ＩIOR

I～V

ORC－1

NORC－A

'1､笠原レース特別規定

無線機（2MHz～）

必要備品

oRC－3

NORC－B

シリーズ特別規則

オーブンレース参加艇はJORでも可

Ｂ

３
ｌ
ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｎ

連絡会議

／（）

連絡会議

／（）

ミキモト本社会議室（銀座

Bコースは会友艇も可

連絡会議

7／17（金）19：30～

船舶振興ビル10F会議室（虎ノ門）

その他の

事項

連絡会議

4／19（金）

18：30～

（NORC本部）’ 一一

L玄海支部J

3月21B(i)～22(B)

ポイントレース小呂ノ島→烏帽子→相ノ島

4月12B(B)ポイントレース玄界島

4月28日（火）～5月5日（火）

日韓親善レース4／28対島レース

5／2釜山レース

5／3～5アリランレース

6月14B(B)ポイントレースオリンピック

7月12B(日）ポイントレースオリンピック

9月13日（日）ポイントレースオリンピック

10月1OB(土）～l1B(B)

ポイントレース大原杯

11月8日（日）ポイントレース

ショートオフショア

’ ！

1987年支部レース・スケジュール
I’

L沖縄支部l

ルカン礁レース

試乗会

座間味レース

那覇一本部レース

試乗会

沖縄l周レース

2月8日

3月22日

4月26日

7月19日

9月27日

11月3日

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

日
月
日
日
日
火

ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
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昭和62年1月15日第142号 ○FFSHORE 昭和52年7月21日第三種郵便物認可

l西内海支部1

春のランデブー

第1回ポイントレース

4日（月）別府レース

第2回ポイントレース

第3回ポイントレース

（あきなだレース）

ミッドサマーフェスティバル

宮島l周レース

河上哲太郎記念レース

第4回ポイントレース

第5回ポイントレース

~11月1日（日）

第6回ポイントレース（安居島）

～23日（月）

瀬戸内海汽船カップレース

納会

l内海支部1

日
日
日
日
日

１
２
３
７
４

１
１
１

月
月
月
月
月

３
４
５
５
６

１
１
１
１
１

日
日
日
日
日

Ｉ
ｆ
Ｉ
Ｉ
ｉ

レース・ｲｰ『･脇’主催｜聯}『・海域開催月H｜後援

関西ピッグポート瞳f惟

レース

%~％

%～％

小
打
八 部 大顛 関西ヨットクラプ

部

社

支
舵

高松フリート

岡山フリート
第12回舵杯レース 力賊’形hザノ

朔3141ｵﾚﾝソかﾉー Rサントビアヨツﾄｸﾗー γ|大阪湾|%~％支 立T
ロﾛ

支部側西ヨット協会

大阪府マリーナ協会

大阪21世紀協会

i炎儲ヨットクラブ
21世絶カソプ淡袷レーズ 淡桧ilI’ 恥

家島群Iルー周レース｜姫踊ヨット協会｜家島群島｜％～％ 虻 部

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

日
日
日
日
日
土

ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ

7月12B

7月19B

9月6日

9月13B

10月11B

10月31B

クルージングクラブ

￥ 塚
|窓港外～琴塚沖オリーブラインレーズ 士部X

篭脇フリートレース｜偲鳥フリート｜徳島沖％’億島ヨットクラプ

臆断榊～

舟離Jfi~齢怨中
徳島ｮ･ｿﾄｸﾗプ ％阿波脇レース 支部

岡山港外｜％
大阪湾｜％~ﾂイ

マスカットレーヌ

・フリート対抗レーズ

|州山フリー卜

支部

E島ヨットクラプ

西宮フリー｝

牛窓港外～播購灘

北西部~牛窓港外
|:窓カップレー 光4；窓町 岡山フリート

'1,唖品・土庄

ヨットレース実行委

土庄町・支部

クルージングクラープ琴塚
11月22B(日） 小鵡ｵータムレガソタ 小H局池田湾 ％

クルージングクラブ

髪 塚丁

へ 1,M烏ﾚｰｽ 支部 Wlレ
バ､，ノ11

12月5日（土）
的形沖～播磨灘

中部～的形沖
播磨岡レーヌ 支部 碓路ヨット協会↓レ

ハメ

洲本沖~四日

牟崎大鳥~洲本沖
郷01,l紀伊水道レーヌ 支部 ﾘi～％ サントピアヨットクラプ

l東海支部1 サントヒ･アヨ･ソトクラプ

ビープルオーシャンYC
洲本~五ヶ所橡ﾚｰｽ ％､％Ii午所釦～洲本沖 支部

第12回 第5回 蕊11回 幕5［1 第5ロ 第12m

東櫛フニ

スティバ

ル合同

レース

野島

レース
レース名 伊勢湾

合同レー

五ヶ所湾

合同レー

ス

スプリング

シリーズ

レース

if

合同レー

ズ

オータム

シリーズ

レース l駿河湾支部」

1月11B(B)ウィンターシリーズ第1戦

（沼津フリート）

2月8日（日）ウインターシリーズ第2戦（〃）

3月8日（日）ウインターシリーズ第3戦（〃）

4月12B(B)スプリングシリーズ第1戦（〃）

5月3日（日），4日（月）春のフリート対抗レース

（支部レース）

3日8：30～9：00艇長会議

10:00スタート第1Rオリンピックコース

13:00スタート第2R"

4日9：0(〕スタートショートオフショア

5月10B(日）スプリングシリーズ第2戦

（沼津フリート）

6月14日（日）スプリングシリーズ第3戦（〃）

8月15B(土)16B(B)宇久須ランデブーレース

9：00スタート（支部レース）

9月13B(日）オータムシリーズ第1戦

（沼津フリート）

10月10B(土)11B(B)秋のフリート対抗レース

スケジュールは春と同じ（支部レース）

10月11B(B)オータムシリーズ第2戦

（沼津フリート）

11月22B(B)オータムシリーズ第3戦（〃）

主蕃 三河湾

-ﾌリート

衣浦武劇

~ﾌリート

四日市

7'1－ト

郡

フリート

4通
八けP 部支部

幡豆

↓

生田

↓

野鳥

↓

鬮橋

↓

幡豆

(30M）

衣浦

↓

fiヶ所

第1レース

三角

四日市

↓

J齢
1聯

派沖

↓

三角

衣捕沖

↓

三角

第1レース

三角

第2レース

ﾛﾝク60M

（熊野）

昂2レース

ロング50M

（東海）

寸一7

第3レース

＝儲

箙3レース
ー’F

二岡

蛾?h司
恥』レーヘ

10/4（H）

07：00

4／26

（日）

03：00

鞆1レース

5／3（E）

11：00

第2レース

5/4（11）

06：00

鞄3レース

5/5（火1

09：00

銑?h弓

例hlレーヘ

9/12(土）

11：00

鋪2レース

9‘''13（H）

06：00

塊3レース

ヲノ15（火）

09：00

１
０

福
日
０

砂
／
Ｊ
１
、
０
．

４
叩

１

０

３
１
０

／
日
：

５

１
７０

１
１
Ⅱ

／
日
，
。

１
１
３

１
１《

）
ブ々－卜
へ'I 第2レース

10/4（日）

10：00

旧込締切 4／5(土）3,'29（日） 4/,19旧 5/24（H） 9／6旧） 9/27（H） 10,/25（II

艇申告此び

艇艮会議

鋤
０
１
０
１
２
１
０

９4／4（土）

17：00

ｕ
帥

５２
０
ノ
２

４ 土
０
１
０
２
０
１
２

５ Ｊ１
０
１
０

１３
６
１
１

０土
０
１
０
３
７

Ｆ
も
Ｉ
上

５ １
０
１
０
３
８
Ｊ
‐
屯
１
４

０

JOR

東海S

ORC-Ⅳ

NORC-〔

JOR

東海S

ORC-W

NORC-C

JOR

東栂S

ORC-Ⅳ

NORC-（

JOR

粟柵S

ORC-Ⅳ

NORC-C

JOR

東獅S

ORC-Ⅳ

NORC-C

jOR

剰fS

ORC袴Ⅳ

NORC-C

JOR

東海S

ORC-Ⅳ

NORC-C

参加尚格

会友艇

可

会友艇

可

会友艇

可

会友艇

その他の

卓項
非会員艇

，可

非会員艇

可

非会貝艇

可

非会貝艇

可

日当 武， 幡豆 ⅡH『h 紳南 I？ 武,鼎･蘭三河湾

(17)



昭和62年1月15日第142号 ○FFSHORE 昭和52年7月21日第三種郵便物認可

｣津軽海狭支部｣

5月3日（日）4日（月）第1回マツモレース

6月7日（日）第5回セイルカツフ。

6月14B(B)シナーラ杯

7月3日（金）～5日（日）松前小島回航レース

8月1日（土）～3日（月）

第7回セゾン函館湾オープンヨットレース

9月6日（日）第4回シングルハンドレース

9月27日（日）第1回ダブルハンドレース

10月10B(土）～11B(日）津軽海狭横断レース

11月1日（日）納会レース

L関東支部I

｜第一日曜’第二日H侭’第三日唯｜第山uHM|第五日暇
月’｜ノンビ'ルース｜ウィズキーﾚｰｽ|S,T.Clウイスキーレー

は聯''第三

日附旧'11例

S、T、C二月 ンビ'ルース

S.T.ClクルーザR油壺
S.T.C|4月29

三月｜ノンビリレース
｜(土）初島 4月29日（水）

'|､笠原レース

スタート

クルーザR

（諸磯）
四月

ノンビリレース

五月｜ﾉﾝビﾘﾚーｽ
4日側サムタイムカップ

六月｜ﾉﾝピ'ルース

30日（土）

大島レース

23日オリンピック

24日オリンピック

fi月|/ンピリレース
4日側サムタイムカップ

|16日オリンピック

sTcl初島(ｼー ポﾆｱ）
S､T､C／クルーザR(小綱代)第三

ﾉンビリレース18日（土）

江の島清水

ノンビ'ルース15日ナホトカレース

31B（金）

鳥羽レース

クルーザR葉山
向干穴

、、1．し

18日（土）

江の島清水
七月

S、T、C｜クルーザR葉八月

11日よ')ジャパンカップ

12Bオリンピック14日ショートオフシ

13日オリンピックl9Bオリンビンク

ノンビIルース

クルーザR）
ア20Hﾛﾝクｵﾌｼｮｱ

23日衰彰式

九月

十月セゾンかソプ葉10日神子元S

十一月ﾉンビリレースS

十二月ノンビIルースST，C

政
一
恥

ノンビリレース

小網代カップ

l北海道支部J

石狩新港レース（仮）

〃

〃

24日（土）オロロンラインレース(仮）

石狩新港レース（仮）
〃

～22日（土）日本海横断ヨツトレース

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

日
日
日
日
日
土
月

く
ｉ
ｉ
く
ｉ

5月10B

6月14日

7月12日

8月23日

9月13B

10月10B

8月17B

三月オールジャバンミドルボート選手惟西の宮マリー＋

14-1520‘21.22
へ

l近畿北陸支部1

月 ２1 3 5 7 9 10 11 11 1り
』ﾑ4 8b

日 18 15 15 5 9目
あJ 22.23 1324 14

1，
上乙 19.20 8

ポイント

へ

レースqノ

多紫胤

、 ~

し－人

惟島2月

レース

ポイント

ﾚー ｽ②

帯2ロチャンヒオン

ゥソプ’レース

CABIN

ヨット

7エステイパル

ポイント

ﾚー ｽ⑤

ポイント

ﾚー ｽ⑥

ポイント

ﾚー ｽ⑦

ポイント

レーズ⑥

ポイント

レース⑨

一
丁
ブ

、
／

弓
ノ

レース2

L,W､Y,CLW.Y､C ＥＹ
Ｊ
・
Ｉ
、

〃
■
５
二

上
し

々 鍬に1L､WY､C LW.YC 柳が雌 LWY,〔 掲鉄 識W・Cﾎｽﾄマリーナ

スタート 10：30 10；00 11：00 10：00 11：0011：00 22：00 11：00 12：00 11：00

０

０
０
２ノ９
６１

３
０
２
０

／
・
・

１
４
１
１

ﾀイムリミット 14：0015：00 14：00 210分 210ｹ〕 21” 210分

泄
位
－
１
１
１

ム
ロ
マ
人

撒
－
７

首
７
ＨＦFH#

給I~3f

一
一
員 総合1位 クラス別1位 総合1位総合1位 l～3位総合1～I1i

2/l0

LWY.（

3/'9

↓雌W．C．L,W,Y,〔 ０

９
０

ｌｌ９
０２

申込締切 08：50 08：50 08：50 09；50 08：50

叩
刎
紙
実
緋
弛
要
馴
に
よ
る

艇長会議 09：00 20；00 09：00 10：00 09：0009：00

０００６１

０
０
０
０
０
０
０
０
１
２
Ｙ
Ⅱ０００４２１

出艇料 ￥5.000¥5,000 ¥6.000 ￥5,000 ￥5.000 ￥5.000 ￥5.000

積立金 ￥500 ¥500

得点係数 X1．0 X1．0 X1．0 X1.0 X1，0 X1.0 X1．5 X1.0 X1．0 x2．0

アーフター
’′／

バーテズ

？づ々一
ノ′／

パーティ

アフター

パーテ」

11/877ター

バーティ
納会、一』

L､W､Y,C

BSCA共|催 :孵主'‘
JEUGIA

共催
琵琶湖チャンピオンシリーズ

備考

春季シリーズ(1月～4月） 年間散高伴点艇（9レースにおけるｲ‘点儒1．）
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〆

～
1987年J/24クラス九ﾘ'l'l選手権

〈兼1987年ワールドｾﾚｸｼｮﾝﾚー ｽ＞レース案内

~

1．開催者

主催日本J/24クラス協会

主管日本J/24クラス協会博多フリート

2．期間

1987年3月15日～22日

3．ホストマーナ

福岡市立小戸ヨットハーバー

福岡市西区小戸3-58-1

4．ルール

I.Y.R.Uヘーシングルール(1985年度版）

J/24クラスルール(1986年度版）

帆走指示書、及び公示

5．参加資格

(1)乗員の全員が日本又は海外のJ/24クラス協会の

正准会員であること

（62.3.15.現在62年会費納入者に限る）

(2)合計10人までの登録を認める｡(交代の場合はレー

ス委員会の承認が必要）

(3)艇長及びヘルムスマンは日本又は海外のJ/24ク

ラス協会の正会員であること。

(4)乗員の合計は3～5名とし，レース期間中乗員の

数は同一であること。

(5)乗員の中に小型船舶操従士免許4級以上の所持者

が1名以上居ること。

6．プログラム

3月15B(日)10:00計測，登録

3月19日(利9：00～17:00計測，登録

3月20B(金)8:00スキッパーズ・ミーティング

10:00レース①

13：00レース②

3月21日出10:00レース③

13：00レース④

3月22日（日)10:00レース⑤

14:00成績発表

7．レース海面及びレース

(1)レース海面は博多湾

(2)全レースオリンピックコース

8．スコアリングシステム

(1)得点方法は着順と同じ得点とする。

（例えば1位1点2位2点.“）

(2)1レースをもって成立する。

(3)失格に代わる罰則として,I.Y.R.U競技規則

付則3.2.1～6の規定に従い全レースにパーセン

テージルールを適用する。

9．賞

上位3チームを表彰する。

10．計測

艇体及びセールを計測する。フローテイングマーク

は各艇計測前に付けること。

11.登録〆切は3月20B8:00とする。

12.帆走指示書は3月20日8:00迄に配布する。

13.エントリー料l艇30,000円

くレートエントリー〉

ペナルティー30,000円

14．申し込み要領

(1)別の申し込み害にエントリー料の銀行振込金受取

書のコピーを付して下記住所へ送付して下さい。

＊福岡市早良区室見一丁目13-17

〒814高野由美子

二■

ー

「・ー一‐一一ー一一一一‐一一‐一一一‐一一”一一一』一一1

11

:l

年会費納入のお願い:l
l

:I=Z&EB.IU1
事務局より，1

1 1
:II
1年会費は毎年2月末までに納めていただくことに1

''|なっておりますが(組織及び運営規定第5章第13条),ll
'i61年度もいまだ未納の方が沢山いらっしゃいます。年i!

|:'会費は協会を運営するにあたって大切な財源となりまil
lす。どうぞ皆様にご理解いただき速やかにお支払いを1
1お願い致します。併せて以前よりお薦めしております:1

1年会費の預金口座振替依頼もできるだけ多くの方に手1

ll続きをしていただけますようにご協力をお願いしまil

|'す｡手続き'ま所定様式の｢預金口座振替依頼書｣を提'，
11出していただくだけで毎年自動的に年会費の納入が完li

ll了します｡ご希望の方は所属支部事務局(関東は本部li
li事務局）までお申出下さるようお願いします。

|’

|龍号に篠側§………鋤"に二測雁,，
q関東支部の会員の方々へpl･

li下さい。l1

I II

《
〉

Ⅱ■一一一一一一一一一一一■I■I■■11口Iロロロ■一一
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大島へのお見舞

要図信一

横浜にヨットを停泊するヨットマンたちが，クルー
大島お見舞寄贈者名簿ジング，レースでお世話になる大島町民の皆様に少し

でも役に立てればとの気持ちから義援金を12月20日に
横浜市民ヨットハーバー係留艇有志

渡しました。窓口となっていただいたのは、東京都福
世話人代表安岡信一

祉局です。この紙面をお借りして今回ご援助して<だ
横浜市磯子区磯子1-5-28

さった方々へ厚くお礼申し上げます。

その他のお見舞

募金箱による集金72,660円(市民ハーバー内に設置）

団体

1．拾万円也日本外洋帆走協会横浜フリート

住所は上記、安岡信一気付

2．拾万円也横浜市民ヨットハーバー

横浜市磯子区磯子1-5-28

3．五万円也社団法人横浜ヨット協会

横浜市磯子区磯子1-5-16

4．五万円也横浜クルージングクラブ

横浜市中区新山下町3-16-19

岡本造船所内

※引渡し立会人津野守邦（市民ハーバー)，

小林良彰(YYC)

Nol氏名｜艇橘 IﾘI丑

I

えまのん

エクスブローラ

ブーメラン

ジユール

純鬼

，$j：雌

サル鬼大将

i,肥liﾒL（小網代

アマテラス

メープル

’
1

ワ

のん描浜市南区六､ソllll-310

スブローラ横浜市磯子区中浜町14番地5号

メラン横浜市中区仲尾台30－23

－ル横浜市中区大和町2－34

鬼前儒市7亡総社町_H1;143コーポ6

雌横浜市港北区日‘'i小町2065

;大将川崎市幸区南幸川1－33

:ﾒL（小網代）描浜市鶴見区椛llll-1-8

，テラスI||崎市麻生区束丙介ヶlT4-38-6

,プル横浜市神奈川区神之木台11－－21

以lNORC横浜フリート所属艇

柿1冊,葹一

間壮好

後滕雄三

鈴水弥彦

深111知lﾘj

rMHl災一

安|州‘;一

陳秀雄

岩波勝身

橘本岬

関根主|i弘

′l､林良杉

・､F畑炎避

篠竹正範

悔本竜一

鈴水茂夫

和ⅡI児

３
４
５
６
７
８
９
０１

1．.I1il43コーポ616

今

１
２
３

１
１
１

ヒンクチョゴランー

マナアンドユカ

スカイラーク

カグー

ステーイヤー

風

オフ･テミスト51

４
５
６
７

１
１
１
１

安岡信-(NORC横浜フリー｜

卜）

、 ／大島災害義援金の報告

昨年12月，伊豆大島災害義援金をお願いしましたと

ころ，会員各位の熱烈な御支援により,1,112,810円

を集計いたしました。このうち当初の立替分50万円を

関東支部基金へ返却し,諸経費(案内状印刷費7,000円，

同発送費等80,860円，計87,860円）を差引いた，

524,950円を大島町へ再度寄附いたしました。義援金

は合計1,524,950円となりました。御支援をいただい

た御芳名は，関東支部基金を始め次のとおりです。厚

く御礼を申しあげますとともに御報告いたします。

関東支部長大儀見薫

オグチセイホン／タカハシヨシアキ／マツウラ

トモノリ,A/ミヤイセイゴ/BEBEタナカノ

ブ／トウカイショウセン（力／ワタナベヨシヒロ／

セキタダヨシ／ヤマサキトシハル／クノタイジ

／ミアケナオハル／オカモトシュウゾウ／イトウ

シュウジ／エスピーショクヒン／イチジョウ／ハギワ

ラケンジ／モリムラジョウジ／アズサイチドウ

／トリヤマノブオ／ホリエジロウ／ユウカリシ

ラトリヨ／ウメモトリュウイチ／二ホンアナリス

ト（力／フルタアキトシ／エチゴシュウジ／タカ

ダノブユキ／77042ナガブ／キタヤマヨウイチ

マ／ツムラジユウシャ／ブンキョウクユシマヨ／タテ

ヤマカリプソブ／カスヤタカオ／ナイトウツネオ

／コマツカズノリ／トオヤマヨシキ／タカハシ

トシオ／コダカトシオ／（ポレアスヒラハエ／ク

リバヤシサダト／タケウチトシオ／タナカアツ

シ／セキマサアキ／シバタテツオ／マツムラコ

ウゾウ／ヤノケンジ／シミズエイタロウ／ショウ

ナンマフィア，タ/CONTESSA8/フジタアキ

オ／サンゴウクニオ／タシロユウイチ／トミナガ

＝‐1

イムラハルヨシ／タケダカツヒコ／ミヤザキヒ

ロユキ／クラモトショウジ／ダニノブオ／サトウ

マサル／マスダセイジ／シマダセイシロウ／コア

ジロフリートア／イマイズミケンイチ／ハシダ

タカオ／カワムラカンジ／ヨシカワヒロシ／マツ

オハルツネ／キムラブンジ／ハヤシヒデオ／コ

セキユウシ／カメイスミオ／マツザキヒロノブ

／力）シービーエスソ二／カマタヒロヒサ／イワマ

タカオ／モアジョイグルー／ノムラフミヒデ／オ

(20）



昭和62年1月15日第142号 OFFSHORE 昭和52年7月21日第三種郵便物認可

ヒロシ／クラモチカズオ／ヒロセジュンヤ／オオ

キタツオ／キリュウマサオ／アキモトトシオ／

フルヤトモエ／シミズトシオ／コイタバシヒロ

ユキ／アサヒナシン／ヨシハラヒロユキ／マツシ

マヒロシ／タケウチリョウサブ／カワサキタツ

トシ／チンヒデオ／ヒガシデミノル／オオムラ

マサカズ／ノウムラツネアキ／イシイユタカ／マ

ノメノリオ／リュウセイノスケ／ウノトミオ／

ホリゼンコウ／アブラツポフリー／ノブシゲオ

／モリカズヒロ／モリタカズオ／ミノワヒデツ

グ／サシダカズアキ／タカツキエイジ／ジョージ

シカタテ／モチヅキナガフミ／ウエハラトシオ／

フクシマハジメ／クリバヤシヒロヨシ／イトウ

ヒデトシ／スキガラタケオ／イイジマモトジ／ヤ

エスムセンヨットブ／ムラタシュウイチ／シャ）二

ホンガイヨウ／コバヤシマゴト／シマダケンイチ

／イチジョウ／ヨコザワ／タマノヒデユキ／イケダ

タケクニ／シヤ）ニホンガイヨウ／忘年会オークショ

ン売上／サクラダタカシ／キタヤマトオル／ハコ

モリヤスユキ／マルヤマヨシアキ／イノウエタ

ケシ／二ホンセッケイジムシ／イケミチマサ／オー

フンヨットレースl/2/トウカイシブ／キヌガサ／グ

レートピープル／クロウ／カグヤヒメ／ポインシアナ

Ⅱ／サカニシマサアキ／ブルーノート／ハーフ

タイム／イガラシマサヒコ／サトウヒサヨシ／

ヒッポグループ／ホリエカズヒロ／ケロニァ／ナ

カクキタダシ／サイトウタカシ／サイトウヤス

ヨ／タカギヒデトシ／スイークラウン／イイジマ

セイシロウ

《
」
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外洋ﾖｯﾄの古典的航海術の終焉
藤井哲博
l.外洋ヨットで大洋を渡るには，二種の技術が必要

だ。それは，ナビゲーション（航法）とシーマンシッ

プ（運用術）である。前者は,(1)現在自分の艇が大洋

上のどの地点にいるか（位置決定法)，(2)そこから最

終目的地に最も速く行くにはどういうコースをとれば

よいかを決めること（航路決定法）である。後者は，

(1)そのコースに乗るための帆と舵の操り方であり，（2）

またスピンネーカー，ロープ，ウィンドヴェーン，錨

など船具の扱い方である。

2．航法にはアカデミックな部分が多く，運用術には

経験的な部分が多かった。この二つの組合せが，外洋

ヨットの面白さ（ディンギー等とくらべて)の特徴だっ

たと思うが，位置決定法はこの30年の間にエレクトロ

ニクスの器械がやってくれるようになり，精度もその

方が高いために，外洋ヨットの面白さの重心も運用術

の方に傾き，ディンギーのそれと余り変らなくなって

しまった。

3．日本で外洋ヨットが本格的に盛んになったのは，

戦後米人がこの遊びを持込んでからだ力;，その頃は外

洋といってもむしろオフ・ショァの程度で，陸が見え

るか見えぬかの海面が舞台であった。大西洋は太平洋

に比べて大分小さいから，大西洋を渡った記録は古く

からかなりあったが，太平洋は殆んどなかった。トラ

ンス・パックなどと大きなことを言っても，ロング

ビーチ・ホノルル間で，太平洋の約3分の1の横断で

あり，シドニー・ホバート，香港・マニラなどは別に

大した距離ではない。しかしその後あれよあれよとい

う間にレース距離がのび，遂に世界一周の単独レース

まで行われるようになった。

4．この期間の初期の頃は，航法の技量が本当にもの

を言った時代であったが，このための教科書は余りな

く，小生の知るところでは

MaryBlewitt:CelestialNavigationforyachtsmen

(YachtingWorld社）

位のものであった。この本は外洋ヨットでかろうじて

実施可能と思われる天文航法のことが書いてあった。

英海軍水路部が開発した簡易な天測暦と天測計算表を

使うもので，恐らくダンケルクの撤退作戦やノルマン

ジーの上陸作戦などで必要性を痛感されて作った，小

型艇用の航海諸表を利用したものである。驚いたこと

に，ロンドンの書店では表紙はカラフルになっている

が，内容は昔と変らぬMaryBlewittが今でも売られ

ている。この本の初版は1950年である。

5．〈ジプシー・モス〉を駆って,1960年,1962年の

大西洋横断レースに優勝し,1964年エリザベス二世女

王からサーの称号を貰ったフランシス・チチェスター

はもともと飛行機乗り（空軍予備大尉）であった。彼

はロンドンから小型機による世界一周を企てていた。

従ってくジプシー・モスI>と<U>はいわゆる赤ト

ンボにフロートをつけて水上機に改造したものであっ

た。<1世〉はロンドンからシドニーまで行ったとき

沈没した。彼はそれにもめげずオンボロ水上機のくジ

プシー・モスⅡ世〉を購入してシドニーを発って紀州

勝浦まできて離水したとき，送電線にひっかかって墜

落し九死に一生を得たが，飛行機は大破して使えなく

なった。この間の天測は艦船用の天測表を使うために

（
）
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超低空飛行をして普通の六分儀で行っている。この事

故で飛行機による世界一周をあきらめ，ヨットに転向

した。だからくジプシー・モスⅢ世〉以後が外洋ヨッ

トである。

6．昔は科学技術庁というようなものはなかったから，

新技術の開発は專ら軍事費でまかなわれており，予算

も実質的に青天井といってもよかった。天測暦や天測

計算表も海軍の軍事費で開発され，日本海軍は小倉表

という仮定位置をつかう天測表の世界最高峯のものを

完成した。また，米村表という推定位置を使うものも

常用されていた｡これらは大型艦船用だが,両表を使っ

て計算・作図していた位置の誤差はl～l/2浬位で

あった。

7．ところが二式大艇のような飛行艇は,横浜・トラッ

ク島間の定期便になる程飛行距離が長かったから，機

上天測が必要で，松丸三郎航空兵曹長（後に大尉）の

着想により，天測暦と併用する航空天測表（航空関係

の人は松丸表と通称する）が作られた。昭和15年のこ

とである。気泡六分儀・航空時計とこれら両表を使っ

て得た位置の誤差は5～10浬といわれたが，飛行機で

のこの距離巾は視界の範囲内であったから，実用上一

向に差支えなかった。松丸表の標準高度は4千米で

あった。

8．この標準高度を小型艦艇で使用できるように下げ，

水路部の塚本裕四郎技師らが，昭和18年分から天測略

暦・簡易天測表として発表した。これは太平洋の南北

線に並べられた補鯨用キャッチャー・ボートを主とす

る哨戒艇隊でも使用され，その中の一隻く第十一日東

丸〉は米空母くホーネット〉から発艦し，ドーリット

ル東京爆撃隊を発見し，その位置を打電した後，撃沈

された。これら諸表による計算・作図の位置の誤差は

標準1浬で何れも艇の視界内であった。これによる天

測は，戦後遠洋漁業用として大いに活用された。

9．筆者は昭和30年代に，『舵」誌に外洋ヨットの天

文航法としてこの方法を連載・推奨した。この方法に

よる位置の誤差は1浬位というが，これを達成するに

は太陽の高度測定と測角時の時刻測定の二つの精度が

高くないといけないので，そのノウハウに重点をおい

て説明した。測時の方は，その後高級なクオーツの腕

時計が比較的安く市販されるようになり，きわめて容

易になった。測時誤差4秒（時間）は経度誤差1分（距

離）に相当するが，これは高級クオーツ時計の月差の

程度であり，この時計は時報で毎回較正する必要もな

い。

10．測角・測時の次に時間をとるのは修正差法のため

の作用であるが，これも狭い機上作図用に山岡三子雄

大尉（後に大佐）が霞ヶ浦海軍航空隊時代に考察した

航法図板を使えば簡単にできる。そのための位置決定

用図には米海軍のWeems大佐が作ったUniversal

PIottingSheet(米水路部発行）がそのまま使える。

11.位置が分ったら目的地に風とシオを利用して最も

速くいくコースは，英海軍水路部が約一世紀かかって

経験的にまとめたNP136:OceanPassagesForThe

World(PartISalingVesselRouts)が，今のとこ

ろ最も役に立つだろう。この初版は1895年である。

12.これを要するに私が『舵」誌で推奨した外洋ヨッ

ト天文航海術は，各国海軍が軍事費で開発した簡易航

海術と航空術のいいところどりをしてシステム化した

ものにすぎない。この藤井式天文航海術システムの各

コンポーネントは各国海軍（特に日本海軍）が開発し，

実際使って実行可能なものであることを確かめたもの

ばかりである。

すなわちそｷｽﾀﾝﾄ
測定器：六分儀（マイクロメータ・ドラム式）

クオーツ腕時計（月差4秒位）

天測暦：天測略暦（日本海軍）

天測表：簡易天測表（日本海軍）

計算用紙：簡易天測表附表（日本海軍）

作図用紙:UniversalPlottingSheet(米国海軍）

作図用具：航法図板（日本海軍）

デバイダー

航路図:NP1360ceanPassagesForTheWorld

(英国海軍)(PartUSalingVesselRoutes)

天測は一日一回，太陽正中時附近の両同高度法で足

りる。暇があり，海上の条件がよければ朝夕の薄明時

の星測をやっても勿論よい。このシステムは各コン

ポーネントが優秀なものばかりだから,MaryBle-

witt女史のものに数等まさることは，実施してみて確

め得た。（この記事の連載中）大河原明徳氏がヨット

の天文航法なるものを刊行されたが，これは米村表を

使うもので大型艦船用である。艇が狭く動揺が大きく

おまけに素人の船乗りであるヨットメンには，アンプ

ラクテイカブルである。営業妨害の意図はないので当

時は沈黙していたが，この本は売切れたそうであるの

で，ついでに一言触れておく。）

13.ところがこの40年間に，米海軍のロランCが北太

平洋全体を大体カバーし，衛星航法システムが全世界

をカバーしたので，位置決定法は天測を必要としなく

なり，エレクトロニクスの器械がやってくれるように

なった。その器械はオン・タイムで精度のよい位置が

出せ，価格も段々安くなりヨットメンの射程に入りつ

つある。古典的測量術は完全にその使命を終えたと

いってよい。エレクトロニクス・航法装置の難点をあ

えていえば，数十ワットの直流電源（蓄電池）が必要

なこと，戦争が起れば使えないであろうことが考えら

れるが，戦争の時ヨット遊びでもあるまいから，これ

は致命的な欠陥とはいえないだろう。

参考のためにエレクトロニクス航法装置のデータ例を

あげておこう。

位置精度価格電源

ロランC約1/2浬約40万円D,C,10～42V,9W

衛醐法ｼｽﾃﾑ(SNS)約1/15浬約80万円D,C,10～40V,20W

(22）
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クルセイダー〉（英）や，〈アメリカⅡ〉〈スターズ．

アンド・ストライプス〉（米）などの有力壬ヤレン

ジャー候補艇そしてアメリカズカップに最も近いと

評されているくクカブラⅢ〉（豪）各艇の写真をカラー

で楽しませてくれる。

ディフェンダーとチャレンジャーが決まるのは本戦

が始まる直前の1月下旬。そしてアメリカズカップの

決着がつけば，各国とも様々な形で大きく報道するだ

ろうが，参加艇が多いだけに，むしろ本戦以上の熱気

を感じさせ，世界の注目を集めているこの前哨戦は，

我々にとっても非常に興味深い。タイムのこの特集も

ツポを得たもので，ヨットマンとしてはぜひ持ってい

たい資料の1つである。定価600円。

問い合わせ先：洋書ビブロス

〒160東京都新宿区高田馬場1-26-5

Flビル4Fa03-200-4531

戦端を開いたアメリカズカップ

TIME誌12月15日号が予戦レースを特集

アメリカズカップは1対1のマッチレースとして有

名だが，実際にはまず前回優勝した国がディフェン

ダー（防衛艇）を、そして他の国々の中からチャレン

ジャーを選び，その2艇の対決するのがアメリカズ

カッフ．本戦というわけである。本戦は87年1月31B

から2月15日までの間に行われるが，その前哨戦一

ディフェンダーを決めるディフェンダーカップ・レー

スと，チャレンジャーを決めるルイビトンカップ・セ

ミファイナル・レースは，すでに86年10月から始まっ

ている。

この予備戦レースを，英文週刊誌タイムが12月15B

号で報じている。我こそはディフェンダーに，チャレ

ンジャーにならんと意気込む各国チームの真剣さ，意

地と威信にかけての白熱ぶり，新素材やハイテク機器

を駆使した新しいポート，アメリカズカップ景気に沸

くオーストラリア，フリーマントルの街など，7ペー

ジを費やしてリポート。表紙はくニュージーランド〉

号,記事の中ではくフレンチ・キス〉（仏)，〈ホワイト.

一
一
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菖房TEL447-1191振替東京5-74493立風書房〒141東京都品川区東五反田3-6-18
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’
1986年

OFFSHORE

索引
〈売りたし〉

CAROLINE(前SWEETCAROLINE)

①全長:44ft設計:Dubois②進水:1982年5月

レーテイング:33.8ft③船体構造：ケブラー／カー

ボン／クレジセル造船所:JohnMcConaghyBoats

④セール多数，カテゴリーl装備スパーマスト，サ

テナビ，他，完全レース艤装で，程度良好⑤価格

$190,000詳しくは下記へお問い合せ下さい。

⑦Mr.DAVIDHALES

⑧念03-690-2766(Australia)TelexAA34435

(Australia)FAXO3-690-8418(Australia)

NO.131～NO.141

※昨年1年間の記事をテーマ別，月号，ページ順に

掲載した。なお，記事により，2つ以上のテーマにか

かる場合は2つの項目に記してある。

へ

ノ

4Ｉ

表紙1月グァムレースのスタート〈シナーラ〉船上

にて／2，3月第2回ジャパン～グァムレース，う

れしいグアム島上陸：白崎謙太郎／4月オランダ・

アイセル湖のクラシックボートレース：東康生／5

月第8回沖縄レース〈織姫〉：朝日新聞社／6月

チャールス殿下，ダイアナ妃より下賜されたThe

Prince&PrinCessofWalsCup:朝日新聞社/7

月MAYSAILCHAMPIONSHIPS第2レース，

スタート／8月鳥羽パールレース〈シャチⅢ〉：ス

カイ・マリン企画／9月'86ケンウッドカップ

<ZERO>:添畑薫/10月'86サルデイニアカップに

て：添畑薫/11月'86ジヤパンカツプにて：添畑薫

/12月サルデイニアカッフ・<FULLPELT>:添畑

童

理事会・代議会・総会など

1985年ORCMeeting 林賢之輔1月P7

簡易ハンディ・キャップ対策会議1月P16

NORC協会ニュース第97回理事会議事録4月P13

石原慎太郎会長あいさつ（第30会総会）4月P13

第8回代議員会議事録4月P14

日本外洋帆走協会役員及びその他主要役職者名簿

4月P15

第2回関東支部代議員会議事録4月P21

関東支部役員名簿4月P22

第98回緊急理事会議事録6月P28

第99回理事会議事録10月P9

国内レース関連

解

職■職■
農 唾1

門
ロ
Ｊ
，

霞
…

■
Ｐ

！

へ
¥

I哨

哨；
轆蝉§

難

〈売りたし〉

①YAMAHA-30S(J3317)②船齢2年半美艇／

事情により惜讓③FRP製／船検沿海12人④デジ

タル計器，ロランLC-88,無線，エア・ブームバング，

ヘッドフォイル他オフ。ション多数，内装極上，バルク

ヘッドとびら特注，ノースマイラセツア他セール6枚

⑤希望価格570～600万円（江ノ島渡し）⑥厚木市岡

田1701-3-12-403⑦加藤哲夫

⑧念0462-30-5626

(24）

売りたし／買いたし

ナーコーー情報

①全長②船齢③材質④装備品⑤希望価格

⑥住所⑦氏名⑧連絡先



昭和62年1月15日第142号 OFFSHORE 昭和52年7月21日第三種郵便物認可

23回小網代カツプレース成績表1月P23

1985年度本部・関東支部成績一覧表1月P24

‘85年東海フエフテイバル報告小林義彦2,3月P16

横浜フリートだより安岡信一2,3月P18

S.T.C結果報告4月P7

参加艇及び総合結果一覧表4月P8

第8回沖縄～東京レース5月P2

成績表5月P3

SSBMスプリングガレッタ5月P18

関西ピッグポート選手権86レース速報5月P20

第1回ミドルボートクラブ全日本選手権レース速報

5月P20

1986年初島卯月レース・成績表5月P21

英国皇太子・皇太子妃盃は<BoRNFREEm>に

6月P2

第8回沖縄～東京レース6月P3

初島レース（クルーザー・レーティング・クラス）

6月P17

1986年初島レース成績表6月P18

第12回オレンジカップレース成績表6月P19

第5回オレンジフェステイバルレース成績表6月P20

サムタイムカッう°成績表6月P21

第6回J-24クラス全日本選手権成績7月P14

鳥羽パールレース，ウエルカムパーティ＆表彰式及び

安全フェスティバル準備経過報告清田博7月P16

S.T.C.結果報告7月Pl8

第9回関東支部フリート対抗チームレース

初鹿野幸生7月P26

第10回伊勢湾合同レース竹内聡-7月P31

加前芳正7月P33

SSBMサマーレガッタ結果7月P34

初島レースクルーザーレーテイング成績表7月P35

鳥羽パールレース8月P2

関東支部フリート対抗レース優勝をふり返る.成績表

高村宏8月P13

第13回江ノ島・清水レース成績表8月P20

第27回鳥羽パールレース

総合優勝の記福原幸洋9月P12

ファーストホーム記古川浩二9月P13

レース報告今岡又彦・芳賀治一9月P17

パールレースを終えて小林義彦9月P18

パールレースによせて加藤蔵男9月P18

SSBMミッドサマーレガッタ木村太郎9月P22

SSBMアーリーオータムレガッタ

木村太郎10月P13

S.T.C.結果報告書10月P23

第2回小名浜大洗外洋ヨットレース（第4回悠子杯）

10月P26

ミキモト・ジヤパンカッフ。1986

〈白鯨Ⅲ〉優勝記酒井雅幸11月P2

成績表11月P4

第8回ミニトン全日本選手権松葉宣洋12月P10

第4回大原杯レース＆第1回対馬カップレース

片倉静江12月P24

SSBMオータムレガッタinTokyoBay

木村太郎12月P30

第31回神子元島レース成績表12月P31

国際レース関連

第2回ジャパン・グアムヨットレース1月P27

パンナム・クリッパー・カップ｡からケンウッド・カッ

プへ2,3月Pll

ハワイIORシリーズの日本代表決定について

5月Pll

メルボルン／大阪ダブルハンド・ヨットレース1987

6月P14

メルボルン／大阪ダブルハンド・ヨットレース1987

（つづき）8月P9

1986ケンウッドカップを振り返って

山崎達光9月P2

ケンウッドカッう°第5レース優勝について

甲斐勝己9月P8

敗軍の将，兵を語る菅原留意9月P10

サルデイニアカップ参戦記小林昇12月P2

成績表12月P7

NEWZEALANDのAMERICA'SCUP出場艇のク

ルーについて武田陽信12月P26

レースの案内

1986年度NORC年間行事予定表1月P21

チャイナ・シー・レースシリーズ19861月P22

クリッパー・カップ・ヨットシリーズ19861月P22

サムタイムカッう．湘南ヨットフェスティバル開催のお

知らせ2,3月P17

61年度スモールボートミーティングのお知らせ

2,3月P19

沖縄レースに参加予定の皆さまへ

通信委員会帆走委員会安全委員会2,3月P19

1986年度本部・関東支部レース・スケジュール

2,3月P20

1986年度NORC内海支部年間行事予定表2,3月P21

,86年玄海支部レース日程表2,3月P23

ハワイ・インターナショナル・オーシャン・レーシン

グ・シリーズ（|日クリッパーカップ）4月P22

ミドルボート関東選手権のお知らせ4月P23

第27回鳥羽パールレースのお知らせ5月P12

，86年第5回熱海ケッチミーティング5月P16

三島間（日本海）レース（仮）開催のお知らせ

5月P22

帆走委員会からのお知らせ6月P29

ミキモトジヤパンカツフ．実行委員会7月P15

関東支部オープンレースのお知らせ7月P35

ミキモトジヤパンカップオフショアシリーズ'86

8月P12
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第8回ミニトン全日本選手権のお知らせ8月P19
ジャパンピッグポート開催のお知らせ8月P24

ﾐｷﾓﾄジﾔﾊ゚ ﾝｶｯﾌ゚ ｵﾌｼﾖｱｼﾘー ｽ゙
9月P21

オータムレガッタのご案内9月P25

グァム往復航空券が当たる〃オープン参加一オータム

レガッタのこ案内10月P13

第3回ジヤパンーグァムヨツトレース実施要項
12月P28

安全関係

烏羽パールレースについて安全委員会7月P17

安全に関するアンケート調査結果報告

関東支部安全委員会12月P15

計測・技術関係

Measurers'Conference 林覧之輔1月P4

1985年ORCMeeting 林覧之輔1月P7

簡易ハンディ・キャップ対策会議1月P16

計測委員会からのお知らせ4月P22

10R計測員新規募集〃4月P23

計測マシン・フィールド・テスト8月P26

ルール関係

1985年ORCMeeting 林覧之輔1月P7

簡易ハンディ・キャップ対策会議1月P16

計測委員会からのお知らせ4月P22

NORC外洋レース規則の改訂について10月P11

各委員会関係

1985年ORCMeeting 林覧之輔1月P7

簡易ハンディ・キャップ対策会議1月P16

専門委員会委員名簿4月P16

,86年第1回計測委員会議事録5月PlO

計測委員会よりお知らせ5月P22

クルーザーレーティング委員会からのお知らせ

武田勝彦6月P28

帆走委員会からのお知らせ6月P29

法規・免許・制度関係

浮標式変更シリーズ(4)1月P26

無線電話「甲」から電話級通信士の資格が取れる.／

通信委員会4月P4

運輸省による日本外洋帆走協会の業務等の監査

10月P12

無線・通信関係

無線従事者選（解）任届のご案内1月P25

電話級無線通信士臨時国家試験のお知らせ2,3月P13

沖縄レースに参加予定の皆さまへ

通信委員会帆走委員会安全委員会2,3月P19

電話級無線通信士特別講習と臨時国家試験第2報

4月P4

無線電話「甲」から電話級通信士の資格が取れる.／

通信委員会4月P4

沖縄レース参加艇の無線について清水栄太郎

4月P23

／~－

気象・海象

新しい台風の進路予報の表示気象庁8月P25

海上保安庁水路部一「海流予測情報の提供」の本運用

開始10月P20

海流推測図11月P28

各水域だより

厳原片倉静江2,3月P14

横浜フリートだより安岡信一2,3月P18

玄海だより－アジア太平洋博覧会片倉静江5月P15

東海だより-1986年度野島レース優勝記

小川伸也6月P25

レース雑感八木正雄6月P25

玄海だより－玄海ウイークレースー片倉静江6月P27

東海だより－第1回メイ・セイル・チャンピオンシッ

フー矢野敏邦7月P29

大阪湾メモリアルヨットレース1986

内海支部浮田尚子8月P21

各レース成績表8月P22

第8回日韓親善ヨットレースー玄海だより－

片倉静江9月P24

大原杯レース＆対馬カップレースー玄海だより－

片倉静江10月P15

泊地問題

新設マリーナの計画ラッシュ平野喜美夫7月Pll

ルポ・レポート・座談会

第2回ジャパン・グァムヨットレースを振りかえって

2,3月P2

南太平洋最新情報斉藤孝2,3月P7

'85年東海フェスティバル報告小林義彦2,3月P16

東海フェスティバルを終えて鈴木幹夫

安全訓練報告沓名洋一

前夜祭報告森章2,3月P17

第2回ジャパン・グァムヨットレースを振りかえって

（つづき）4月P2

シーポニアハーバー修復される5月P9

ボーンフリー夢航海一沖縄レース優勝記一

平生進一6月P8

頑張りますノハワイIORシリーズ'86壮行会及

び結団式7月P2

いざ出陣.ノミストラル待つ地中海へ－，86サルデイニ

アカップ日本チーム結団式・壮行会8月P11

座談会’86ケンウッドカップを終えて10月P2

ミキモト・ジャパンカップ・オフショア・シリーズに

参加してハンス・シュローダー11月P6

ドンキーゲイルの戦い（ジヤパンカップ'86をふりか

えって）内藤恒夫11月P7

ミキモトジャパンカップー熱海運営報告

稲葉文則11月P8

「86ジヤパンカップ」海上レース運営について

谷川晴彦11月P9

ミキモトジャパンカップインスペクション

(26）
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長江博人11月P10

インスペクション委員会報告林賢之輔11月Pl1

座談会’86ケンウッドカッフ・を終えて－第2弾一

11月P12

海洋レクリエーションの現状と展望11月P18

第8回ミニトン全日本レース報告

菅原留意12月P12

NEWZEALANDのAMERICA'SCUP出場艇の

クルーについて武田陽信12月P26

紀行・クルージング

〈コルバツチⅡ〉リタイア後悔記浅野英武9月P19

エッセイ・読物

「大名」という名のヨット白崎謙太郎5月P8

石橋庄蔵氏（三崎マリン社長）のこと

平田克己5月P14

木造船シリーズ③〈飛車角Ⅱ〉5月P17

l6Prince&PrincessofWalesCup''の誕生
大儀見薫6月P12

アメリカズカップヘの挑戦NORCで決定.／7月P4

座礁片倉静江10月P16

講習会関係

電話級無線通信士特別講習と臨時国家試験第2報

4月P4

NORCクルーザーレーティング講習会報告

飯塚功二7月P17

日本トールシッフ。クラブセミナー－帆船とセイル・ト

レイニングのすべて－10月P17

頒布物品

ヨット・カレンダーのお知らせ10月P2711月P30

12月P32

America'sCupCalenderlO月P2811月P31

新登録艇の紹介5月P226月P308月P26

9月P2710月P2811月P31

12月P32

本の紹介

写真集帆船「日本丸｣－半世紀を越える歴史のすべて

8月P24

｢ThePaintingsoftheAmerica'sCup｣(1851～1987)
10月P27

｢船員日記（62年版)｣11月P29

｢PACIFICPASSION｣11月P29

｢アメリカズカップ'87～インサイド・ストーリー」

11月P30

売りたし/買いたし情報コーナー10月P28

11月P31

広告

ヤマハ1月P324月P245月P247月P36

9月P2811月P32

SouthBay－レストランCLINKER2,3月P24

㈱エスピーエンタープライズ6月P31

スカイ・マリン企画6月P328月P28

(27）

お知らせ・その他

謹賀新年新年のご挨拶石原慎太郎1月P2

‘86年年頭に当たって秋田博正1月P2

年頭所感大儀見董1月P3

関東支部一関東支部預金口座振替手続の会員の方々へ

1月P6

会費納入についてのお願い－本部事務局1月P25

理事会・代議員会・総会のお知らせ1月P25

エリカ号だより2,3月P12

電話級無線通信士臨時国家試験のお知らせ2,3月P13

NORCの新職員紹介2,3月P13

東京湾ミーティングのお知らせ安岡信一2,3月P18

61年度スモールポートミーティングのお知らせ

2,3月P19

会費納入についてのお願い本部事務局2,3月P24

電話級無線通信士特別講習と臨時国家試験第2報

4月P4

投稿簡易レーティングヘの期待白崎謙太郎

4月P5

沖縄レース24時間テレホンサービス4月P23

1OR計測員新規募集〃4月P23

クルーザーレーテイング委員会報告にかえて

服部一良5月P6

安全担当理事就任にあたって山崎達光5月P13

新任のあいさつ常務理事久保和男5月P19

1986年度IORセールメジヤラ一名簿追加6月P30

ケンウッドカップ観戦ツアーのお知らせ7月P10

サマーレガッタに出ると･･･グァムヘ行けるぞ〃

関東支部帆走委員会7月P28

大島ランデブのお知らせ安岡信一7月P35

ごあいさつ運営委員長8月P22

年会費未納者へ8月P27

メルボルン・大阪ダブルハンドレース参加者激励市

民の集い㈹大阪太平洋協会9月P26

UNDEWATERROMANCE,86－石井浩一・フィ

アーナ夫婦展ご案内9月P27

編集委員会からのお知らせ9月P27

“あのアメリカズカップのパース市へのご紹待”が当

る「'86NORC忘年会」のお知らせ11月P17

大島義援金のお願い大儀見薫12月P31
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蝋ⅦMAHA-HSEH1ES
●Y-Rシリーズは基本仕様をベースに､お客様のこ‘要望により.仕様の変更､レーティング対策なと.を打ち合わせのうえ建造いたします

●なお､シリーズ艇以外のご相談もお受けいたします．

鰹“ zⅧMAMISIKIGUP勢聴1蝋螺
世界初の太平洋縦断ヨットレース｢YAMAHAOSAKACUP｣。が参加を決定しています。ビッグな舞台と､インターナシ

メルボルン･大阪間､約5,500マイル(10,200km)を結ぶ<夢とヨナルな参加艇｡まさに世界が注目する､このドリーム･レー

冒険にあ､§､れたこのレースに､すでに10カ国80艇以上がエンス。いよいよ今年3月21日、スタートですも

トリー。うち国内からも20艇以上、Y－Rシリーズを含む精鋭

企i'11/大阪市主催/(ft)I1本外群帆走協会タイトルスポンサー/ヤマハ発動機株式会社

●票26回東京国際ボｰﾄｼｮｰ開催/会期:昭和52年2月11日～15日会期:晴海国際貿易ｾﾝﾀｰ●第2回大阪国際ボｰﾄｼﾖｰ開催／会期;昭和62年2月20日~23日会場:南港ｲﾝﾃｯｸｽ大阪

、

少MELBOURNEL･BOURNE●

FORGI0UMAMIN[llff!安全がﾏﾘﾝｽポーﾂの基本で丸
崖天気予報を確認して､無理のない航行を勘■法規やマナーを守りましょう｡鷹立入禁止水域や船舶航行の頻繁な水域は避け
ましょう｡垂点検･整備を忘れずに。■乗船前に､免許と法定備品の確認を｡■漁業者に迷惑をかけない様にしましょう｡
●カタログ二・希望の方は､艇名・雑誌名を明記のうえ､宣伝課まで●ヤマハ発動機株式会社〒438静岡県磐田市新貝2500

ヤ軍ハ製品についてのお問い合わせは､下記までと'うそ

北海道ヤマハ㈱

ヤマハ東北㈱･･・

ヤマハ東京㈱･･・

ヤマハ中部㈱…

ヤマハ関西〈株’

ヤマハ中国株j

ヤマハ四国㈱

ヤマハ九州㈱

垂011－612－1060

念022-235-1031

金03-572-2021

念052-913-2121

１
１
０
１

７
１
０
６

６
９
８
２

１
４
３
５

５
鯛
印
泥

３
２
－
４

５
－
８
－

－
２
７
２

６
８
８
９

０
０
０
０

識
念
云
竃



昭和58年7月21日

第三種郵便物認可昭和62年1月15日（第142号)OFFSHORE附録

ミドルボート全日本選手権1987レース案内

ミドルボート全日本選手権1987は大阪湾において日本ミドルボートクラブが主催す

る唯一の全日本レベルのヨットレースです。オフィシャルクラス（レーティング20．0フ

ィート以上，25．9フィート以下），及びオープンクラス（全長26フィート以上，36

フィート以下）の2クラスで行われ，本年のオープンレースにしてはちょっとホットなシ

リーズレースになりそうです。東のミキモトジャパンカップ同様，西のミドルボート全日

本もレーサーの目標レースとなる様，実行委員一同，気合を入れて運営してまいります。

腕に覚えのあるレーサー諸兄の参加をお待ち申しあげます。又このレースは関西ビッグボ

ート選手権と同時期に，同じ海面を使って開催され，参加艇の総数は50艇を超えるもの～
へ

と予想されます。

握催日本ミドルボートクラブ

主管日本外洋帆走協会内海支部

日程

オフィシャルクラス

出艇申告昭和62年3月13日

艇長会議昭和62年3月13日

主
主
日

オフィシャルクラス

出艇申告昭和62年3月13日（金）1800～2100

艇長会議昭和62年3月13日（金）1900～2000

（関西ヨットクラブ3階）

第1レース昭和62年3月14日（土)1215~

（トライアングルコース西宮沖に定める）

クラブ主催パーティー昭和62年3月14日（土）1800～

（西宮神社会館）

第2レース昭和62年3月15日（日)1115~

（トライアングルコース西宮沖に定める）

第3レース昭和62年3月20日（金）1015～

（トライアングルコース西宮沖に定める）

第4レース昭和62年3月20日（金）1800～翌日1600

（大阪湾2周レース約100マイル）

ウェルカムパーティー昭和62年3月21日（士）

（関西ヨットクラブ）

第5レース昭和62年3月22日（日）1015～

（トライアングルコース西宮沖に定める）

表彰式昭和62年3月22日（日）1600～

オーフ。ンクラス

第3，第4レースをのぞく，トライアングルコース3レースで行う。

－1－
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昭和62年1月15日（第142号)OFFSHORE附録

昭和58年7月21日

第三種郵便物認可

参加資格

オフィシャルクラス

IORMK－ⅢもしくはIORMK－Ⅲ及びJORの有効なレーティングを保

有しORC特別規定カテゴリーⅢ以上,NORC特別規定カテゴリーB以上の有効な

安全検査証書を保有しているレーティング20.0フィート以上25.9フィート以下の

艇とする。

オーフ。ンクラス

船舶安全法にもとずく，日本小型船舶検査機構の安全検査（大阪湾及び接続する限

定沿海）を受検合格した全長26フィート以上36フィート未満の艇で，当レース委辱，

員会が決定するレーティングに従ってエントリーを行った艇とする。

レース委員会は参加艇がライフラフトを搭載することを強く推奨する。

参加申込

申込先日本ミドルボートクラブ関西事務局

提出書類所定の申込害

オフィシャルクラスは，レーティング証書のコピー，安全検査証のコピー

出艇料1艇につき，オフィシャルクラス5万円，オープンクラス3万円

参加料1名につき，1万円（クラブ主催パーティー費を含む）

締切日昭和62年2月28日（土）

提出書類の発送と同時に出艇料を所定の口座へ振込まなければならない。参加料

（乗員参加料）は乗員登録時に支払わなければならない。

安全検査・インスペクション

すべての参加艇は昭和62年3月13B1800までにレース委員会が行う安全

査及びインスペクションを受験し合格しなければならない。参加資格の各項目を満ゐ

す事が出来ない艇の出艇申告は受理されないことがある。

係留地

西宮ヨットハーバー

無料係留の期間3月8日→3月29日

長期係留，上下架の問合せは，ミドルボート関西事務局迄（有料）

問合せ先

芦屋市東山町7－21ウェザーサイド内

日本ミドルボートクラブ関西事務局原均・浦谷峰男

電話0797－31－3228火曜定休0900～2000

ファックス0797－31－2234

－2－


